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    いつものドラゴン・ステーキ
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    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう。


    　いつもの主ぬしの棲せい息そくするフロア。


    　リーダーが突然「ドラゴン・ステーキ」を食べたいと騒さわぎ出したので、カインたちはいつもの場所へとやって来ていた。


    　わりと近ちか場ばに「ドラゴンが棲すむ」と怖おそれられる、誰も近づかない深い深い迷めい宮きゆうがあって──カインたちＧグツドＥイーターは、よくこの場所を利用するのだった。


    「ふっふっふ。お出ましのよーだぞ。──いつものヤツだ」


    　闇やみの奥から、ずしーん、ずしーん、と、巨大な生き物の「足音」が近づいてくる。


    　ドラゴンだ。最下層に現れたカインたちＧＥに気がついて、ドラゴンが襲おそいにきたのだ。


    「──カイン。あぶねーから。おまえは下がってろ」


    　剣を構かまえて、リーダーが、ずいっと前に出た。


    　ええ。はい。わかってますとも。


    　カインは言われるままに下がった。どう見ても自分よりも小さい彼女の背中に、こそこそっと隠かくれにゆく。見た目は小さな女の子でも、彼女は元勇者。その彼女の強さたるや──一般人でしかないカインには、ちょっとよくわからない。


    「援えん護ごはいるかな？　──リサ」


    　魔王さまがそう訊きいた。右手に火か球きゆう。左手の上には、氷の魔力による凍とう結けつ球きゆう。魔王さまは魔法のエキスパートである。「魔王さま」という呼び名は──つまり、そのまんまの意味である。


    　リーダーが元勇者であるのと同様に、彼女は元魔王なのだった。彼女の擁ようするその魔力たるや──一般人であるカインには、まるで見当もつかない。


    「いらん。焼いても凍こおらせても──味が落ちる！」


    「ふふ。勇ましいね。では我われ々われは高たか見みの見物といこうか──」


    　魔王さまが流し目を送った先には、アサシンさんがいた。銀ぎん髪ぱつの無口な美少女で、元は凄すご腕うでの暗殺者であった。勇者と魔王を暗殺しようとしていたぐらいだから、そのスピードと技わざの鋭するどさたるや──一般人でしかないカインには、ちょっと計はかりかねる。


    「アサシン。おまえはちゃんとカインのこと守ってろよー」


    「ん」


    「あと魔王！　リサゆーな！」


    「これは失しつ敬けい。──すまないね。リサ」


    　魔王さまは笑いながらそう返した。リーダーは名前で呼ばれると、決まってこの反応を返す。本人いわく、「可愛かわいらしくて似合わねー」ということだった。


    　ずしーん、ずしーん、と、その足音は、どんどんと大きくなってくる。もうすぐそこだ。


    「じゃあ僕。料理の準備はじめてますからー」


    　その音に背を向けて、カインはバックパックを地面に下ろした。


    　最強モンスターと名高いドラゴンを前にして、背を向けるという行為には──けっこう勇気が必要だった。でもそこに関しては、リーダーへの信頼と、諦あきらめの境きよう地ちとで、なんとかする。


    　料理をするのが自分の仕事……。呪じゆ文もんのように、何度も心の中で、そう繰り返す。


    　運んできたバックパックは、かなり大きい。手足を縮ちぢめたら、人が一人、入ってしまえるくらいの大きさがある。それでも冒険に必要なものを収めると、中はもうぎっしりだった。詰まっている調理道具を取り出すだけで一苦労だった。


    「カイン？　〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンは、手伝う？」


    　アサシンさんが、じーっと見つめてきていた。黒くろ塗ぬりの短剣を逆さか手てに握にぎり、いつでも戦える体勢を取っている。──と思えば、どこかから飛んできた石を、しゅぱっと空中で両りよう断だんした。


    　彼女の斬きって落とした石は、そのままなら、カインに当たっていたところだった。


    「ええ。大だい丈じよう夫ぶですよ。準備は僕の仕事ですから。──守ってくれてありがとうございます」


    「リサ。もうすこし静かに戦ってくれないか。石がここまで飛んでくるのだけど」


    　魔王さまはすっかり観戦モードになっている。最強生物と名高いドラゴンも、ＧグツドＥイーターの前では単なる食材だ。可か哀わい想そうにも思えるが、弱じやく肉にく強きよう食しよくが、大自然とＧＥの掟おきてである。「立つ。戦う。勝ったら食くってよし」とも言う。もしこちらが負けたときには、自分たちはドラゴンの「ごはん」になってしまう。そしてこっちが勝ったときには、ドラゴンはステーキとなるわけだ。それが「フェア」というものだ。


    「うおりゃー！　とりゃー！　くらえー！」


    　元気のよい掛け声が聞こえてくる。


    　カインは準備に取りかかった。まずは火を熾おこすところから。カチカチカチと、火打ち石を叩たたいていると──。


    「おーい！　焼いてくれー！」


    　リーダーが大きな物体を抱かかえてやってきた。輪わ切りにされた尻しつ尾ぽの一部だ。


    「もうですか？　……こんどは何センチなんです？」


    「今日は三十センチでカンベンしてやったー!!」


    「そのうちシッポなくなっちゃいますよね。……彼もしくは彼女」


    　ずしーん、ずしーん、と、足音が遠ざかってゆく。


    　逃げ帰って行くドラゴンの足音だ。あんぎゃーすと、哀かなしげな声も聞こえる。


    　あのドラゴン。毎回毎回、律りち儀ぎに襲おそってくるものだから……。毎回毎回、返り討うちにあって、そのたびにシッポが短くなってゆくのだった。


    　ステーキは美お味いしく焼けた。皆で食べた。お腹いっぱいになった。ごちそうさまでしたっ!!
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    本好き魔王

    


    [image: ]


    



    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう。


    　夕食も終わって休きゆう憩けい中の時間。


    　カインはいつものように、たき火の番をやっていた。火の強さを見ながら、定期的に薪まきを足たす。そしてたき火の火でお湯を沸わかす。そのお湯を使って──。


    「はい。魔王さま。コーヒーどうぞ」


    「ん。ありがとう」


    　魔王さまは本のページをめくりながら、手だけを伸ばしてくる。その白くて細くて長い指が、しっかりと摑つかめるように、カインはカップを差し出していった。


    「どんな本を読んでいるんですか」


    「うん？　これは魔力伝導に関する理論書だよ。精せい緻ちパターン紋もん様ようによって魔力の微び細さい構こう造ぞう渦かを分ふん別べつできる可能性があってね。その現実的な構造のヒントがこの本にあるんだ」


    「そ、それは難むずかしそうですね……」


    　どんな顔を返せばいいのかわからなくなって、カインは困った。ごく一般的な話題を振ったつもりだったのだが。まるでついていけない。てっきり小説でも読んでいるのかと思った。


    「てっきり小説でも読んでいると思った？」


    「うわぁ。いま僕！　口に出して言っちゃってましたか？」


    「いや。顔に出ていたから、推理してみたのだけど。……うん。そうか。当たりだったわけだね。うん。そうか」


    　魔王さまは、なにか含ふくみのある顔でうなずいている。


    　自分よりも何倍も頭がよくて、何倍も年上のひとにとっては、考えていることくらい、すべてお見み通とおしなのかも……？


    「いや。そんなに読めるわけではないよ。いまのはたまたま、すごく、わかりやすかったというだけであって……」


    「うわー。うわー。うわーっ」


    　カインは慌あわてた。パニックになりかけた。


    　だけど……。よくよく考えてみると、そんなに読み取られて困るようなことを考えているわけでもなかった。それに思いあたると、すこし落ち着きを取り戻す。口に出して言えないようなことを、頭の中でも考えなければいいわけで……。それだったら……。


    「うん。君は紳しん士しだからね」


    「それはやめてくださいって」


    　カインは笑った。


    「君はどんな本を読むのかな？　小説だと、たとえば、どういうもの？」


    「えと……、じつはあまり本は読まなくて。でも子供の頃は、よく読んでもらっていました」


    「ほほう。たとえば、どういうもの？　人の血を引きし伝説の魔ま獣じゆうが、全ぜん知ち全ぜん能のうの神に立ち向かったりするような話とかかな？　──これは私がよく聞かされた寝ね物もの語がたりであるのだけど」


    「魔界のおとぎ話はワイルドですね」


    　カインは笑った。魔界の人は、強さがすべての世界に生きていると聞いている。だから子供向けのおとぎ話も、強さを求める話になるのだろうか。


    「僕らのは……、もっと平和でファンタジーな感じですよ。ひとりぼっちの羊ひつじが、寂さびしくて、仲間を探さがして旅をしたりする話とか」


    「羊とは、あの羊かい？」


    「あの羊です」


    「はて。あの生物に、そこまでの知性があっただろうか？」


    「だからファンタジーなんですよ。ええと。なんていうんでしたっけ。擬ぎ人じん……化か？　人でないものを、人みたいに思うことっていうか」


    「ああ。なるほど。了解した」


    　そう言った魔王さまは、口元に手をあてて考え事をはじめる。しばらくして──。


    「でもそうすると、私が読んだこの小説も──」


    　──と。魔王さまは空くう間かんに手をつっこんで、一冊の本を取り出してきている。


    　カインは目を丸くした。


    　身一つで身み軽がるに見える魔王さまが、本やアイテムを持っていることに気づいてはいたが、取り出しているところを実際に目にするのは、これが初めてだ。


    「ああこれは亜あ空くう間かん書しよ庫こで──いや、いまはそんなことはいい。この恋愛小説のことなんだ」


    「恋愛小説ですか？」


    「そうだ。素す晴ばらしい恋愛の物語だ。人と魔族の道ならぬ恋を説といたものなんだ。人間界では禁きん書しよになっていて、魔界でないと手に入れられないものなんだけど──。いやだからそれもいまはいい。ここに書かれていることは、真実なのかそうでないのか？　現実には起こり得えないファンタジーなのだろうか？　カイン。──君はどう思う？」


    「え？　いえあの──」


    　ずずいっと魔王さまに近づいてこられて、カインは慌あわてた。魔王さまは、そのつまり、大変にスタイルが良くて……。そして服装も、本人の知的な性格とはまったく逆ぎやくで、たいへんに扇せん情じよう的てきで──。魔界の人にとっては、これは普通の格かつ好こうらしいんだけど。


    　近づいてこられると、大変女性らしいそこに、紳しん士し失格の目を向けてしまうことに──。


    「この本。ぜひ。読んではくれまいか。そして君の意見を聞かせてくれ」


    　魔王さまの剣けん幕まくに押されて、カインは恋愛小説を読むことになった。
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    リーダーの話
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    「リーダーって、どんな話とか、好きですか」


    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう。


    　いつもの夕食後の休息風景。


    　魔王さまから貸してもらった本のページをめくりながら、たき火の向こうの人物に向けて、カインは言った。


    　たき火の番をするのはカインの仕事。そしてカインの近くには、リーダーか魔王さまかアサシンさんか、誰か一人が、かならずついていることになる。


    　皆と一緒に冒険していると、その平へい穏おんさに忘れそうになるのだが、ここはダンジョン最下層。リーダーたちが「ラストダンジョン」とか呼んでいるくらいだから、きっと、物もの凄すごい場所のはず。そんなところにカインみたいな一般人が一人でいたら、たぶん五分後には死んでいる。なにかのモンスターの胃い袋ぶくろに収まっている。キャッチ・アンド・イートが世界の掟おきて。モンスターを食くい倒しまくっているＧグツドＥイーターであるが、逆ぎやくの立場になったなら、その掟は平等に訪おとずれる。


    「話ってなんだ？」


    　剣の刃はに砥と石いしをあてながら、リーダーが訊きいてくる。刀とう身しんに映した目で、カインの目を覗のぞきこんでくる。


    「寝ね物もの語がたりっていうんですか。寝るときにしてもらうお話とかですよ」


    「うっわー。それをオレに訊く。訊いちゃう？」


    「え？　あ。これだめだったんですか？」


    　カインはすぐに察してそう言った。リーダーはＮＧリストが多い。だめな話題の多いひと。


    「いや……、だめじゃ……ない、ケドさ……」


    「いえ無理しなくていいですよ。やめときます。僕」


    「オレ……、しらねーから……、親、いねーし……」


    「あー……」


    　カインは呻うめいた。


    　これは本当にやっちゃいけなかった話題だった。自分が不注意だった。


    「あ。でもな！　生まれ育った傭よう兵へい団だんでなっ！　寝てるとき、聞こえてきた話ならあったぞ！　なんかな！　すげーちっちぇー頃にな！　傭兵団のオッちゃんたちがな、どこの店のおねーちゃんが──」


    「──わー。わー。わー。そういう話は忘れましょう。忘れましょう。たぶん違いますから」


    　カインは言った。


    　だいたいどんな話なのか見当がついてしまった。


    　リーダーにはわかっていないようだったが……。ちっちゃい頃の話だというから、いま詳しよう細さいに思いだしたら、わかってしまうかもしれない。


    「そうか。ちがったか」


    　リーダーは黙だまった。


    　しばし無む言ごんと沈ちん黙もくが支配する。ぱちぱちと薪まきのはぜる音がたまに響ひびく。


    　しゃー、しゃー、っと、剣の刃はを砥と石いしで研とぐ音だけが聞こえる。


    　カインはお湯を沸わかした。リーダーのために、ココアを入れはじめる。これも南方から伝わってきた珍めずらしい飲み物で、コーヒーみたいな色をしているが、ぜんぜん苦にがくなくて、かわりにすっごく甘いのだ。ほとんどリーダー専用。


    「はい。どうぞ」


    「ん。気が利きくじゃん」


    　リーダーはココアをちびちびと飲んでいた。


    「ふつーは……、寝るとき、どんな話をするもんなんだよ？」


    　しばらく時間が経たって、リーダーは、ぽつりとそう訊きいてきた。


    「ええっと。そうですね。たとえば一匹の羊ひつじがいまして──」


    「つまんね」


    「いきなりダメ出しですか」


    「ほかの話ないのかよ？」


    「えーと、じゃあ。あるところに生まれた剣が。もっと強くなろうと武む者しや修しゆ行ぎようの旅に──」


    「お！　いいじゃんいいじゃん！　そいでそいで──？」


    　こっちの話だとリーダーは乗ってきた。リーダーの好きな話のタイプがなんとなくわかった。


    「あと──。そっち行っていい？」


    「え？　いいですけど……？」


    　リーダーは剣をしまうと、たき火をまわりこんで、カインの隣となりへとやってきた。


    　なにを思ったのか──。カインの腿ももを、ぐいっと押し下げて、地面にあぐらをかかせてくる。


    　そして──。ぽふんと、赤いポニーテールをカインの脚あしの上に載せてくる。


    「え？　え？　え？　……なんですか？」


    「寝るの。その寝ね物もの語がたりとかゆーやつ、寝るときにしてもらうものなんだろ？　オレ。寝る人。おまえ。物語する人。オーケー？」


    「ああ。はい。いやちょっとびっくりしちゃっただけで……、はい、了解です」


    「なにびっくりするんだよ？　──へんなやつ」


    　たき火の前で、リーダーの頭を膝ひざの上に載せながら、カインは、おとぎ話を語った。むかしむかし、と、そんな言い回しから語りはじめる。


    　リーダーは話が半分もいかないうちに、すやすやと眠りについてしまっていた。
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    アサシンさんの話
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    「おい。アサシン。おまえもなにか話をしろよ」


    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう。そしていつもの夕飯時。


    　無む言ごんで食事をするアサシンさんに、リーダーがそう言った。


    「ん？」


    　きゅるん、とアサシンさんは小こ首くびを傾かしげる。その仕し草ぐさがちょっと可愛かわいくて──じゃなくて、カインは彼女の手にある器うつわが空からになっていることに気づいた。


    「おかわり。よそいますか？」


    「ん。」


    　よく煮てふやかした白い穀こく物もつを大盛りでよそう。そのうえにお肉を載せる。アサシンさんの国では、この調理法のことを「炊たく」と呼んでいるらしい。そして炊いた米におかずを載せるこういった料理のことを、「丼どん」と呼んでいるらしい。


    「はい。ベジタブルリザード天てん丼どん。おかわりです」


    　ベジタブルリザードは、ダンジョンの中ちゆう層そうでよく見かけるトカゲの一種だ。その体からは何種類かの野菜が生はえていて、栄養のバランスの片寄りやすいダンジョンの中では、貴重な食材である。上の階かいを通過するときに一匹捕まえて運んできていた。


    　肉の部分と野菜の部分とを薄うすくそいで、両方とも、小麦粉を溶といた衣ころもを付けてカリッと揚あげる。香こうばしく揚がったら、そこに甘辛のタレをたっぷりとかけて、ご飯まで染しみ染みにさせる。カリッとさせてからペタッとさせるとか。この料理考えた人、マジ天才。


    　カインはアサシンさんから聞きかじった料理を、なんとか再現しているだけである。ＧグツドＥイーターの料理人ではあるものの、本職の料理人ではないわけで──。


    「寝ね物もの語がたりっていうやつ！　すっげーんだぞ。おもしれーんだぞっ。武む者しや修しゆ行ぎように出た剣がっ、盾たてと鎧よろいと出会うんだ。そいつら仲間になって、自分を使ってくれる達たつ人じんを探さがして旅に出るんだ」


    　本当はその話、剣と盾と鎧が仲間になるところで終わっているんだけど。リーダーがあまりに楽しみにするものだから、カインは自分で「続編」を捏ねつ造ぞうしてしまった。今夜の続きはどうしようか、いま必死に考えているところであった。


    「剣は。一人では動かない」


    　アサシンさんがもっともなことを言う。首をかしげて不思議がる。


    「私も最初はそこでつまずいたんだ。寂さびしい羊ひつじが仲間を探して旅に出る話なのだけど。はて。羊とは、そんなに知的な生き物だったろうかと」


    　魔王さまが言う。


    「ギージーンとかゆー奥おう義ぎで、剣も動くんだよっ。ヒツジだって人間みたいに考えたりコトバ話したりするのっ！」


    「擬ぎ人じん化かですって」


    「ヒツジは……。言葉を。話さない」


    　アサシンさんは、どうもまだわかってくれていない。魔王さまのときよりも手て強ごわい。


    「それはもういーから……。おまえどんな話、知ってんだ？　なんか話せよ。はーなーせー」


    　リーダーは体を揺ゆすって催さい促そくする。さいきんすっかり「お話」にハマってしまった。


    　アサシンさんはしばらく、小こ首くびを右に傾け、左に傾け、考えていた。


    　その最さい中ちゆうにも、手にした器うつわは、なぜかいきなり空からになるので、カインはもう二回ほどおかわりをよそった。


    「誰もいないのに……。すすり泣きの聞こえる。三号室の話」


    「ゔ……」


    　リーダーがぎくっと固まった。


    「そ、それは……怖そうな話ですね」


    「いくらブラシをかけても消えない。処理場の。床ゆかの染しみ」


    「な、なんの処理場なんでしょうかぁ……。って。あの、僕も、か、怪かい談だんは……、ちょっと」


    「骨こつ格かくだけになっても。まだ動く」


    「な、な、な、なにがですかっ……？　そ、それ……。作り話ですよね？　なんですよね？」


    「作り話？」


    　アサシンさんは、きょとんと首を傾かしげる。


    「〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンは、本当に起きたことしか。言わない。うそ。よくない」


    「うぎゃーぁぁぁっ！　ぎゃあぁぁぁ！　ぎゃあああぁぁ！」


    「わーびっくりしたっ！　リーダーいきなり叫さけばないでくださいよっ！」


    「オレ怖いのだめ！　怖いのだめ！　怖いのコワイぃぃ！　ぎゃあああああああ！」


    　リーダーは叫びまくっている。


    「〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンも。嫌い。怖いのと。痛いたいのと。遺い体たいと。苦くるしいのと。惨ひどいのと。壊こわすのと。よくない」


    「じゃ！　するなあぁぁ！」


    「楽しい話は。知らない。でも。おいしい話は。しってる。──カイン。おかわり」


    「はいはい。おかわりですね」


    　カインはアサシンさんのごはんをよそった。せっせとよそった。


    「楽しい話を知らないのであれば、カイン君に教えてもらえばよいのではないかな？」


    「それは名案」


    　魔王さまの言葉に、アサシンさんは、こくりとうなずいた。


    　カインが寝ね物もの語がたりをする相手は、その日から、一人増えた。
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    看板娘
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    　いつもの昼時。いつもの酒場。


    　いつもの腹ぺこ赤せき竜りゆう亭ていの店内で、カインたちはお昼ごはんを食べていた。


    「いらっしゃいませ～♪」


    　この店の昼の看かん板ばん娘。エルマリアの声が明るく響ひびく。


    　青いエプロンドレスで、くるくるとせわしなく立ち回る彼女は、もはやこの店の風景の一部とさえいえた。


    　彼女目当てで通う人も多いという。ちなみに危あぶなっかしいほどに短いミニスカートの制服は、店長の趣味だという説が濃のう厚こうである。


    　その件に関しては、「けしからん」という意見と、「いいぞもっとやれ」という意見とが半分半分で、世よ論ろんとしての決着は、まるでつきそうもない。


    　エルマリア自身は、ひらひらで可愛かわいいといって、その制服を大いに喜んでいる。


    　本人が楽しんでいるのだから……。いいのかなぁ。


    「店長ぉー、三番テーブルＢ定食三人前でぇー」


    　熊くまのような巨体が、ちらりと見えた。厨ちゆう房ぼうから顔だけを出して店長がホールをのぞいている。


    　その髭ひげまみれのその顔に、カインは、ずびし──と指を突きつけた。


    「店長！　懺ざん悔げしてください！」


    「おま。なに突然叫さけびだしてんの？　エキサイトしてんの？」


    　鶏にわとりのモモ肉をがっしり摑つかんで、むっしゃむっしゃ食べながら、リーダーが言う。


    「いえべつに。目の毒といいますか。紳しん士し道どうの敵といいますか」


    　短いスカートだから……。短いスカートだから……。


    　彼女が、とたたっ──と走ったり止まったり、くるりと振り返ったりするたびに。紳士として試し練れんにさらされるのだ。


    「おーいエルマリアちゃーん！」


    「はーい！　ただいまー！」


    　常連客のあげる声も、彼女を振り返らせるタイミングを見み計はからっているのではないかと邪じや推すいしたくなる。


    　そのスカートの裾すそが、彼女がくるくると動き回るたびに、ひらひらと──。


    「おま。こっち見ろっての」


    「え？　すいません。すいません。これはちがうんです」


    「こんど。なに謝あやまってんの？　さっき叫ぶし。へんなやつ」


    「カイン君。紳士的に頼むよ」


    「すいません。すいません」


    　魔王さまにそれとなく忠告される。カインはひたすらに謝あやまった。あとで懺ざん悔げに行こうと心に決めた。


    「へんなやつ。へんなやつ。へんなやーつ！」


    　話しているあいだにもリーダーはむしゃむしゃと食べ続けていて──。鶏にわとりの足が何本か胃い袋ぶくろに消えている。


    「──おーい！　エルー！　おなじのあと一ダース追加なー」


    「はぁい！」


    　リーダー。貴方あなたもですか。


    「毎度ありがとうございましたぁー！　ぜんぶで八五Ｇゴールドになりまぁす！」


    　あちらの一団は、どこかの大だい工くの棟とう梁りようとお弟で子しさんたちだ。けっこうな額がくを、棟梁が全部支払っている。みんなモリモリと食べていた。


    　もっとも──、カインたちＧグツドＥイーターのほうは、一回の食事の額が一〇〇〇Ｇを超えるときもあるんだけど。牛一頭分とか食べてたら、そりゃ、そうなるよね。


    「日曜日には教会にも来てくださいねー！」


    　大工さんたちが店を出てゆくとき、エルマリアはすかさずそう言った。布ふ教きよう活動も忘れない。


    　彼女は看かん板ばん娘でありながら、シスターでもあるのだ。街に一つある教会の最高位の神しん官かんだ。


    　なぜ教会のシスターが、酒場でウエイトレスをやっているのかというと──。


    　趣味だ。


    　……じゃなくて、アルバイトなのだ。


    　教会の運営もいろいろと大変なようで、お金がたくさん必要だそうだ。それをシスターは身をもって稼かせいでいるのだ。


    「はーい。焼きたて鶏のジューシーレッグ！　一ダース！　おまたせでーす！」


    　お肉が出てきた。お皿の上に山盛りだ。


    　でもきっと数分も持たないだろう。魔王さまとアサシンさんとが、鶏の脚あしに手を伸ばす。ひょいぱく、ひょいぱく、と、皆の胃袋に消えて行く。カインにはとても手が出せない。


    「ん？　一本多いぞ？」


    　リーダーが言う。リーダーと魔王さまとアサシンさんとで、四本ずつ取っていったから、四かける三で十二本。なのにまだ鶏の足は一本残っている。一ダース頼んだのに、一本多かったというわけだ。数え間違いかと、エルマリアに顔を向けると──。


    「それはサービスでぇす。カインさんのぶんですよぅ♡」


    　彼女の心配りに、じいんときた。三で割ると「余り」が一となる数にしてくれていた。


    　うん。たしかに自分は一本で充分だ。


    　お店も教会も、常連さんが増えるわけだよなぁ。お肉を食べながら、カインはそう思った。
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    ざんげ
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    　いつもの教会。いつもの懺ざん悔げ室しつ。


    　カインはいつものように懺悔をしていた。


    　ちょっと固い木のベンチに腰こし掛けて、カインは格こう子しの向こうに人の気け配はいが現れるのを待っていた。部屋に入ると鈴すずが鳴る仕掛けだから、懺悔ボックスに来らい訪ほうがあったことは、エルマ──じゃなくて、シスターにも伝わっているはず。


    　ミサにはあまり顔を出さないカインであったが、こうして懺悔室だけはたまに利用する。


    　自分でも調子がよすぎかなー、とは思うのだが。実際、悩なやみ事とか、後こう悔かいしていることとかを聞いてもらえるとすっきりする。


    　待つこと、しばし──。向こう側がわに気配が現れる。


    「本日はようこそいらっしゃいましたー」


    「はい」


    「それでは神のもとに、正直に、すべてをお話しくださいー」


    「はい」


    　向こう側にいるのは、カインもよく知るエルマリアであるわけだが──。いまは聖せい職しよく者しやという役である。そして自分は迷える子こ羊ひつじである。


    　教会の厳おごそかな雰ふん囲い気きや、懺悔ボックスの密室感が、そうした認にん識しきを助けてくれる。


    「えっと……、ですね」


    「はい」


    　カインは話を切り出した。シスターは柔やわらかくうなずいて、先を促うながしてくれる。


    「このあいだ、夜、寝ているときに、ふと昔のことを思い出しちゃいまして……」


    「はい。それは良いことですか？　それとも悪いことですか？」


    「どっちかっていうと……。イケナイこと……でしょうか」


    「ふむふむ。イケナイことなんですねー」


    「そのこと、ふと、思い出して……。僕、うわわーって、叫さけんじゃいまして……」


    　夜中に布ふ団とんの中で寝付けずに、ぼんやりと考え事をしていると、ふと、過去の失敗を思い出すことがある。そのときのいたたまれなかった気持ちまで鮮あざやかに戻ってきて、うわわー、と叫ぶことがある。「うわわー」が「ひょえー」だったり「やめてー」だったりするが、「うわわー」が三回に二回くらいで、いちばん多い感じ？


    「ええ。はい。わかりますー。わかりますー。昔のこと思い出して、叫んじゃうこと、ありますねー。神様世界滅ほろぼしちゃだめですー、うわわ、とかー」


    「そんなスケールは大きくないですけど」


    　カインは笑った。シスターは冗じよう談だんで緊張をほぐしてくれようとしている。


    　……あれ？　でも？　ひょっとしたら、冗談じゃないのかも？　どっちだろう？


    「なにを思いだされたんでしょうかー」


    「このあいだのは……、カエルで」


    「カエルさんですかー。ええ。カワイイですよねー。ぴょこぴょこ」


    　擬ぎ音おんを口にするシスターのほうがだいぶ可愛かわいい。


    「はい。まあ可愛いとは特に思いませんが。僕はカエルぜんぜん平気なほうでして」


    「私も大好きですよー」


    　シスターの場合には、生きとし生けるものすべて大好きなような気がする。無限の愛を持っている気がする。なにせ女め神がみ様だし。


    「カエルがだめな女の子がいたんですよー」


    「ええ。いらっしゃるみたいですねー。なんでなのでしょう？」


    「さあ。ぬらぬらしているのが生理的にだめって言うんですけど……。近所の妹的な女の子だったんですけど、カエル見ただけで、きゃーきゃー悲ひ鳴めいをあげるんです」


    「そこはひょっとすると、もしかして、〝きゃー〟ではなくて、〝ギャー〟もしくは〝ギアアアアァ〟だったりしませんかー」


    「あ。それですそれ。最後のやつです」


    　カインはうなずいた。さすがシスター。女の子同士。よくわかっている。


    「それ本気で嫌いやがっている声ですねー」


    「そうなんです。でも僕。まだその頃は小さかったもので……、その嫌がる声を聞くと、なんかイケナイ気持ちになってきちゃって……、それで、その……、たいへん言いにくいんですけど……。これって？　許ゆるされますよね？」


    　核かく心しんに入る前に、いちおう訊きいた。


    「ええ。神はすべてをお許しになられます」


    　シスターのうなずきに勇気づけられる。カインは自分の〝罪〟を、ついに──。


    「僕……。その子の背中に、カエルを……、入れちゃったんです」


    「ええ。わかりますわかりますー。その子のこと好きだったんですねー」


    「え？　いえまあ嫌いじゃないですけど」


    　カインは目をぱちくりとした。そんなふうに考えたことは一度もなかった。あれは妹みたいなもので──。


    「その子もきっと許してくれると思いますよ。カインさんが、好きだから嫌がらせして悲鳴を聞いてぞくぞくしていたんだと知ればー」


    「斬きられちゃいますって」


    　カインは笑った。故郷に残した幼おさな馴な染じみの妹的存在のことを思って、笑った。
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    ナミさんの秘密

    


    [image: ]


    



    　いつもの昼下がり。いつもの教会。


    　カインはシスターを訊たずねて教会を訪おとずれていた。


    　じつをいうと、あまり教会は訪れない。〝懺ざん悔げ〟ではたまに利用するが、日曜日にやっているミサはサボりがちだ。


    　今日はシスターに用事があってやってきた。


    　腹ぺこ赤せき竜りゆう亭ていのほうでは、ほとんど毎日顔を合わせているが、ウエイトレスのときの彼女はたいへん忙いそがしそうで、話をしている暇ひまがない。それにちょっと内ない緒しよにしたい話でもあることだし……。


    　だからカインは一人で教会を訪れた。


    「あら。カインさん。いらっしゃいませ～」


    　教会の奥で燭しよく台だいを磨みがいていたエルマリアが、カインを見つけて、そう声をかけてきた。


    　店で見るのと同じ女の子なのに、まったく違うひとに見えてしまうから不思議だった。


    　彼女がいま着ている服は、店に出るときのひらひらのミニスカートではなく、厳おごそかな神しん官かん服ふくである。


    　だけど服が違うせいだけだとは──とても思えない。女の子は不思議だ。


    「精せいが出ますねー」


    　大きな金きんの燭台をせっせと磨いているシスターに、カインはそう話しかけた。


    「はい！　金ぴかにしておかないとー。信者の方が増えませんからー」


    　にこにこと、いつもの笑顔でシスターはそう言った。


    　ん？


    　なんかいまちょっと引っかかるところがあった。


    「神様はー〝信者などべつに欲しくもなんともない！〟って、そう言うんですけどー。でもみんなの信しん仰こうが天てん界かいまで届くとー。〝まあ、信じることを許ゆるしてやってもよいかな〟とか言うわけですよー。それで祈りがたくさん届いてアゲアゲになりますとー、〝世界を滅ほろぼすのはもうすこし待ってやるか〟って、そうなりますのでー、信者さんの数は大事でぇす。金ぴかも大事でぇす。教会を金ぴかにするのに、お金は、たいへん大事でぇす」


    　ん？　ん？　ん？


    　んーと……？


    　いいのかな？　これって、いいのかなっ？　……いいんだろうな。


    　なにしろ神様と直接面めん識しきのある〝元もと女め神がみ様〟の言うことなんだし……。お金が必要なのは、信者を増やすためで、信者を増やすのは、素直じゃなくて面めん倒どうくさい性格の神様が大おお暴あばれして、世界をひっくり返してしまわないようにするためで……。


    　しかし信者がすくないと世界が滅ほろぼされちゃうとは知らなかった。つぎの日曜はちゃんとミサに出ることにしよう。


    「今日はなんのご用ですかー。ご寄き付ふですかー？」


    　ニコニコとなんの邪じや気きもない天てん使しの笑顔で──いや、女め神がみの笑顔で、シスターはそう言った。


    「いえ今日はシスターに訊きいておくことと……、あとお願いしておくことがありまして」


    「はい。なんでしょう？」


    「まえシスターは、アサシンさんのことを〝ナミさん〟って呼んでましたよね」


    「はい。彼女の本名ですよね」


    「あれ、どうして知っていたのかっていうことが、まず質問なんですけど……」


    「ええ？　みえてますよねー？　お名前って、頭の上に、ふつう浮かんでますよね。そういえば最近になって、お名前、変わりましたねー。前は〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンさんでしたからー」


    「え？　え？　え？」


    　なに言っているのか、正直、わからない。名前が頭の上に浮かんでいるとか……？


    「いえ。とりあえずそれは普通じゃないですから。普通の人には、それ見えていませんから」


    　元女神様の持つ特殊能力かなにかだろうか？　すくなくとも「普通」でないことは確かだ。


    「はあ……。なるほどー。どうりでー。これまでずっと十七年間不思議だったんですよー。なぜ皆さん、初対面の方に会うときに、まず名前からお聞きするのかなーって。なるほどー。なるほどー。見えないからだったんですねー。勉強になりますー」


    「なのでアサシンさんの本当の名前は、誰も知らないんです。内ない緒しよで秘密なんです。あの名前を、皆の前では呼ばないでいて欲しいんです。これがお願いのほうです。なんでなのか、僕もその理由までは知らないんですけど」


    「はい。ヒミツにします。ええ。わかります。わかりますー。ヒミツにしたいですねー。女の子ですからねー。わかりますー。よーく。わかりますぅー」


    「え？　わかるんですか？」


    　シスターが秘密を守ってくれると約束してくれて、カインはまず、ほっとした。そして「理由がわかる」と言われたことに興きよう味みを持った。


    「理由がわかるなら……、教えてくれません？」


    「うふふ……。それはぁ……」


    「それは……？」


    「ひ、み、つ、ですぅー」


    　唇くちびるに手をあてて、元女神様は、いたずらっぽくそう言った。


    　あっ。これ。この顔……。アサシン──ナミさんが、「ひみつ」と言ったときの顔とおんなじだ。カインはそう思った。
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    幸運兎堂の姉妹①
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    　とある昼下がり。カインは街中を歩いていた。


    　買い物リストを手に、色々と買って回る。


    　冒険と冒険の合間は、なにもすることがなくて、街でだらけているだけかというと、まったくそんなことはない。……いや、他の皆はそうかもしれない。特にリーダーだとか。


    　でもカインの仕事に関しては、すくなくとも、やることは山積みだ。


    　まず持ち帰ってきた物の換かん金きん。


    　モンスターの角つのや、爪つめや、歯や、皮かわや、毛や、甲こう羅ら、などなど。肉は全部その場で食べてしまうが、それ以外の箇所を、荷物の隙すき間まに押しこんで持ち帰ってくると、ぎょっとするほどの高こう額がくで買い取ってもらえることがある。


    　また物質系モンスターだと、そのまんま、価値の高い物を落とすことがある。リーダーの言うところの「あかくてきれーな石」──つまり「宝石」などは、ぎょぎょーっ、とするぐらいの高たか値ねで売れる。


    　ただし、どのモンスターのどんな部位でも買ってもらえるわけではない。希き少しよう価値や、実用価値のあるものだけだ。どんな物が、どんな値段で売れるのかは、いま勉強中だった。リーダーも魔王さまもアサシンさんも、お金のことには、ま～ったく関心がない。よってカインが一人で必死になって〝目め利きき〟の勉強中をしなければならない。なんだか冒険のたびごとに、普通の人が、一生遊んで暮らせるような額を、ダンジョンの中に置き去りにしてきているような気がしてならないのだが……。


    　ＧグツドＥイーターの目的は、「おいしいものを食べるため」であるが、その本来の目的とは違うその〝副産物〟で、冒険を行おこなえているという面もある。


    　素材やアイテムを売って得えたお金で、こんどは次の冒険のための準備をするわけだ。


    　食料や調味料は、それぞれの専門店で買いつける。今日もすでに何店か回ってきて、いろいろ買いこんできたところだ。


    　もっともいまカインは手ぶらだ。買いつけたものは、あとで「腹ぺこ赤せき竜りゆう亭てい」の二階の部屋に運んでもらうことになっている。酒場の二階は旅たび人びと向けの宿になっているのだが、カインたちは、すっかり定住してしまっていた。


    「あとは……と、幸運兎堂ラツキーラビツトだけだよね」


    　買い物メモを確認して、カインはそうつぶやいた。


    　幸運兎堂ラツキーラビツトは、この街にある冒険者向けの店だった。


    　およそ冒険に使いそうなものは、なんでも取り扱あつかっている。武器防ぼう具ぐから、ロープやたいまつ、はては包ほう丁ちようなどの調理用具まで。もちろん食料だって取り扱っているが、専門店ではないために、やっぱりちょっと値段が高い。


    　よってカインは、他の店で買えるものは、それぞれの専門店で買うことにしていた。そうしてメモに最後に残ったのは、幸運兎堂ラツキーラビツトでしか買えないものというわけだ。


    　これがまた、だいぶある。


    　カインは幸運兎堂ラツキーラビツトへの道を歩いていた。街のようすを眺ながめながら、ぶらぶらと歩いていると、ふと、見知った髪型を前方に見つけた。


    　ゆるふわな髪が肩に流れる。頭に大きなリボンをくくりつけ、その結むすび目が、ぴんとウサギの耳のように突き立っていて──。


    「こんにちは」


    　カインは声を掛けた。


    　これから向かう幸運兎堂ラツキーラビツトで、いつも売り子をやっている女の子だった。


    「あら。こんにちはー。カインさん♪」


    　いつもの笑顔が返ってくる。光り輝かがやく完かん璧ぺきなまでの営業スマイルだ。


    　幸運兎堂ラツキーラビツトの店内には「スマイルはいつでも０Ｇゴールド！」と、シャレの利きいた看かん板ばんが下がっていて、彼女たちはいつでも笑顔を大量に振りまいてくれるのだ。


    「これからお店に行こうと思ってるんだけど……。今日はお店、お休み？」


    「リタがやっていますわ」


    「あっ。そっか。そうだよねー」


    　カインは笑った。彼女たちは双ふた子ごの姉し妹まいなのだった。片方が店番をしているときは、もう片方は非番になっていて、当然だ。


    「それでは、ごきげんよう」


    　女の子らしく一礼して、彼女は歩き去って行った。


    　その後ろ姿を見送りながら、カインは、あれ──と、首を傾かしげた。


    　いま「リタ」って言ってた？　でもリタって、いま話をしてた彼女のほうだよね？


    　二人の双子の少女は、「エマ」と「リタ」という名前だ。お姉さんのほうがエマで、妹さんのほうがリタだ。二人は双子だから、姉と妹といっても年齢差はなくて、ほんの何分間かの違いだけなのだろうけど。


    　二人は幸運兎堂ラツキーラビツトの美人姉妹として評判だった。顔も体つきも、それはそれは、たいへんよく似ているのであるが……。でも見間違えるはずはなくて……。


    　あれっ？


    　でもっ……？


    　振り返ってもういちど確認しようにも、彼女の姿はもう見えなくなっていた。


    　ま。いっか。


    　カインは幸運兎堂ラツキーラビツトへの道を、歩きはじめた。
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    幸運兎堂の姉妹②
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    「いらっしゃいませ♡」


    　かろんとベルを鳴らしてドアを開あける。店に入ると、いつもの０Ｇゴールドのスマイルが出迎えてくれた。


    　さっき道ばたで会った顔と、まったく同じ顔。そして笑顔もまったく同じ。双ふた子ごと知っていなければ、きっと驚いていたことだろう。


    「カインさん。いつもありがとうございますぅ～♡」


    　語尾に「♡」が付いているような気がしてならない。プロだなあ、と思う。


    「えーと……」


    　リストを手にしつつ、店の棚たなの間を回る。いろいろと品を集める。ほくち箱の中身。砥と石いし。ロープが二十メートル分。ランプの補充用の油。これは食用油でも代用できるのだけど、それだとすこし煤すすが出てランプが汚よごれる。だから純度の高い精せい製せい油ゆが必要だ。


    　最後にいちばん「大物」が残った。「魔水晶」がＬサイズ八個。ＭとＳが四個ずつ。これは魔王さまがなにかの発明に使うらしくてお使いを頼まれた。魔水晶は魔力を蓄たくわえることのできる特殊な石で、魔力が充じゆう塡てん済みのものだと家が買えるぐらいの値段となる。だけど中身が空からの石だと、単なる宝石みたいなもので……、まあお値段も「宝石程度」で済む。さすがに現げん物ぶつは棚に置いていなかったので、「注文カード」をごっそりと取って、カゴに入れる。


    「お会計。お願いね」


    　カウンターに持って行って、カゴを載せた。エマが計算をはじめる。さっき外で会ったのはリタだったから、こっちの彼女はエマのはず。


    　あれ……？


    　カインはふと、彼女の胸むねについている名札に、「リタ」と書かれていることに気がついた。


    「ねえそれ。名札。間違えちゃってるよ」


    　計算している彼女に、そう教えてあげる。


    「いえ間違えていませんよー」


    「でもそれリタの名札だよ」


    　彼女が名札も見ずにそう答えてきたので、カインはもう一度、そう教えてあげた。


    「えっ？」


    　なんでか、彼女は氷の彫ちよう像ぞうみたいに固まった。しばらくして、数秒くらいも経たってから、ようやく動きはじめる。


    「いえ、あのその……。たしかに……間違えていましたけど」


    　外はずした名札を手のなかでもてあそび、彼女はおずおずとそう言った。そんな彼女の表情に、カインは、なにか見み覚おぼえがあるなーと思っていた。


    「……あの。なんでわかったんですか？」


    　彼女は上うわ目め遣づかいになって見つめてくる。


    　──ああ。思いだした。これはいたずらを見つかった子供の目だ。


    「なんでって？　わかるでしょ？」


    「だからっ……、どうして？」


    　彼女は繰り返し訊きいてくる。どうもさっきから話が嚙かみ合っていない。なにがわからないのか、それがわからない。姉し妹まいの見分けがなぜできるのかって、そう訊かれているようなんだけど……。


    　だって普通、わかるよね？


    「そういえば外でリタと会ったんだけど。あっちもなんだか変なこと言ってたなぁ。店番はリタのほうがやってますよ──だとか」


    「だから！　なんでわかるんですかっ！　これまで誰にも見み破やぶられたことないのに！　パパとママだって見分けられないのにっ！」


    「なんだ。入れ替わっていたんだ」


    　カインは納なつ得とくした。ようやく疑問が解決した。ほらやっぱり、外で会ったのはリタで、いまここにいるのはエマのほうで──。


    「じゃ。お会計お願い」


    「よくないですよ！　だいじなとこなんですよっ！」


    　解決したので、そう言ったのだが──。まだ解決していなかったようだ。


    　計算書が脇わきにのけられる。彼女は──エマは、ずいっとカウンター越しに身を乗り出してきた。目立つ大きさの胸むねが、カウンターの上にずしっとのっかって──。


    　懺ざん悔げしなければならなくなるので、カインはすぐさま紳しん士しとして目線を外はずした。


    「ごめん。入れ替わって遊んでいたんだよね」


    　自分はちょっと鈍にぶすぎた。もっと早く二人の遊びに気がついて、すぐに理解してあげればよかった。たとえばカウンターに立つエマに、「やあリタ。今日は天気がいいねー」とか声を掛けてあげればよかったのだろうか。


    「気づいてあげられなくて。ほんとごめん」


    「気づいたから怒ってるんですよ!!」


    　怒ってたんだ。


    「なんで怒るの？」


    「なんでわかるんですか！」


    「まあそれはいいから。計算してほしいなー」


    　困り果てていたところで、かろん、とドアベルが鳴った。誰かが店に入ってきた。
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    幸運兎堂の姉妹③
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    「あら。カインさん。いらっしゃいませー♪」


    　入ってきた少女は、カインに向けてぺこりと頭を下げた。


    　ウサギ耳のリボンが、ぴょこっと揺ゆれる。そこはカウンターの中にいる少女とまったく同じ。


    「ああ。リタ──あとで交こう代たいしてあげるからね」


    　入ってきた彼女は、カウンターの中にいる姉し妹まいの片割れにそう声を掛けた。


    　さっきまでカインと話していたほうの姉妹の片割れは、そちらの彼女に、手を振ってしきりになにかの合図を発しているのだが──。


    「どうしたの？」


    「だからぁ──!?」


    　ハンドサインで通じないとみるや、姉妹の片割れは、ダッシュで駆かけよっていった。こしょこしょと耳打ちする。「バレてんのっ！」とかいう会話の断だん片ぺんがカインの耳にも聞こえてくる。


    「ええ──っ!?」


    　指差される。なにやらひどく驚かれる。そして非難するような目を二人から向けられる。


    　カインは困り果てていた。僕……。早く会計を済ませて帰りたいんですけどー……。


    「ちょっと待っててくださいね！」「そこで待ってなさいよ！」


    　二人はそう言い残すと、店の奥のバックヤードへと駆けこんでいった。しばらく待っていると、一人だけが出てきた。


    「あら。……カインさん。すいません計算の途中でしたねー。いまやりまぁす」


    　なんなんだろう。どうすればいいんだろう。どう答えれば帰らせてもらえるのだろう。


    「そういえば……、リタと街で会ったんですかぁ♪」


    「なにいってんの。外で会ったのは君のほう。君がリタだよね」


    「ゔ」


    　なにか変な声を洩もらして彼女は硬こう直ちよくする。名札はご丁てい寧ねいにも「エマ」に取り替えてきているが、べつに名札を見て区別しているわけではないのだし。


    　硬直が解とけると、彼女は、またバタバタとバックヤードに駆け戻っていって──。


    　しばらくすると、また一人が出てきた。


    「あらカインさん。いらっ──」


    「こんどはエマ」


    「なんでわかるんですかあぁ！」


    「じゃあもう一回！　一回！」「こんどこそ！　こんどこそ！」


    　バックヤードに隠かくれていたもう一人も飛び出してくる。二人で握にぎった手を上げ下げする。そんな仕し草ぐさは二人でまったくおんなじなんだけど。


    　二人にリターンマッチを所しよ望もうされて、カインは困っていた。


    「いいから品物売ってよ」


    「二割引にしますから！」「カインさんが勝ったら！」


    「べつに普通に売ってくれればいいんだけど……」


    　だが止める間まもあらばこそ。


    　二人はバックヤードに駆かけ込んでいった。すぐに戻ってくる。


    「どっちがどっちなのか──」「──わかりますかっ!?」


    「こっちがエマ。そっちがリタ」


    「……!?」


    　二人が凍こおり付いた。凍り付いたその表情は、なぜか、いつもの０Ｇゴールドスマイルになっていた。


    「はい。売って」


    　カインは言った。カゴをぐいっと二人のほうに押しやる。


    　彼女たちはしぶしぶ精算をはじめた。のろのろと計算する。片方の娘なんて──リタのほうだけど──半泣きになっている。なにか悪いことをしたような気がして仕し方かたがない。シスターのところに懺ざん悔げに行くべきだろうか。でも自分はいったいどんな悪いことをしてしまったのだろう。まったくわからない。なにひとつわからない。


    「え？　魔水晶……、おっきいの、八個……って？　ええっ？」


    　エマが手を止めた。その手元を覗のぞきこんだリタも、青い顔になる。


    「えっ？　えっ？　こんな高いの……」「二割も引いたら……、わたしたち怒られちゃう」


    　言葉の前半分を片方が言い、後ろ半分をもう片方が言う。


    　器用だなぁ、とカインは思った。


    「「クビになっちゃう！」」


    　そこだけは完全にハモった。二人で同じことを叫さけんだ。


    　そして、二人で手を取り合って、しくしくと泣きはじめる。


    　そういえば勝ったら二割引とかいうルールだったっけ。エマとリタが言っていただけなんだけど。


    　抱き合ってガクブルと震ふるえている二人を見かねて、カインは声をかけた。


    「いやだからね？　べつに普通の値段でいいからね？　二割引にしなくていいからね？」


    　そう言ってあげると、二人の顔は、ぱあっと明るくなった。なんなんだか……。


    　店をあとにするとき、二人の見送りを受けた。


    「このご恩おんは忘れません」「覚おぼえてなさいよ！」


    　リタとエマと二人の見送りを受けて、道を歩いて行きながら、カインは思った。


    　……わかるよねぇ？
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    　いつもの昼下がり。いつもの酒場。


    　昼のピークも過ぎ去って、満席だった店内も、空くう席せきが目立つようになってきた。


    　いつもこのくらいの時間になってくると、カインはすこしばかり、ほっとするのだった。


    　ほかに空席があるなら、席を占せん領りようしていたって──まあ大だい丈じよう夫ぶ。


    　安全。安心。後ろめたくはない。


    　常連客であるＧグツドＥイーターは、昼がはじまる前から、テーブルを一つ占領しているのだった。昼のピークのあいだも、そして昼が終わった午後の時間も、ず～っと四人で、同じ席に居座ることになる。


    　べつに注文もせずに駄だ弁べっているわけではない。二時間ぐらい。ずっと食べつづけているわけだ。リーダーがつぎつぎと注文する。運ばれてきた料理は、つぎつぎとリーダーの胃い袋ぶくろに消えてゆく。魔王さまも食べる。スイーツを中心に、ぱくぱくと、けっこうな量を食べている。


    　アサシンさんも、けっこう食べる。見ているときには皿の上の料理は決して減らないのが、見ていないときに限って、ごっそりと消失する。


    　普通に定食を注文するカインは、なるべくゆっくり食べるようにしているが、皆ほどおかわりを連発するわけでなく、時間が余ってしまうのだ。


    　店の名物メニューとなった「コーヒー」を、ちびちびと飲んでいると、ふと──壁かべ際ぎわの棚たなの上に、絵が飾かざられてあるのが目にとまった。


    　手のひらサイズのその絵に描かれているのは、リーダーと魔王さまとアサシンさんとエルマリアと、そしてカイン自身の姿だ。


    　……でもなにかが不思議？　……どこかに違い和わ感かんを覚おぼえる？


    　違和感の正体を考えていたら、不意にわかった。


    「そうですよ」


    「ん？　ふぁんふぁ？　おふぁえふぉ、おふぁふぁひふぁっ？」


    「はいリーダー。口のなかのものなくしてから言いましょうねー」


    　もぐもぐ。ごっくん。


    「おまえもおかわりか？」


    「いえ。あそこに飾ってある絵が──なんで気になるのか、わかりまして」


    「ほえー？」


    　リーダーは壁のほうを見た。戸棚のところに、ピンで留めてある絵をじっと見て──言う。


    「絵じゃん」


    「絵ですよ。でも──」


    「ふっふっふ。カイン君。君は気がついたようだね」


    　そう言ってくる魔王さまに、カインはうなずいて返した。


    「そうなんですよ。あれ。すっごく精せい巧こうに描かれてるんですよねー」


    「なんだ。気づいていたのではないんだね」


    「え？」


    「ウケねー！　ウケねー！　それつまんねー！」


    　指差してくるリーダーの指を、はっしと捕まえて、カインは魔王さまに訊きいた。


    「なにか違っちゃいました？　僕？」


    　魔王さまは片目を閉とじた。芝しば居いっ気たっぷりの仕し草ぐさで言ってくる。


    「じつはあれは絵ではないんだ。──この私のちょっとした発明品でね」


    「絵じゃないんですか？　え？　ええっ？」


    　カインは席を立つと、壁かべ際ぎわに寄ってみた。十センチぐらいの長方形の絵を、よーく見る。


    　たしかにこれは絵ではなかった。目で見るのとまったく同じものが、つるつるとした紙の上に記録されている。


    「え？　あれ……？　これって……？　あのときの……、僕たち……なんですか？」


    　カインの言う〝あのとき〟というのは、しばらく前のことだった。皆とケッコ……げふんげふん！　……家族の宣せん誓せいを行おこなったときだ。自分が中央にいて、皆がまわりを取り巻いている。その風景が切り取られて、まるで時間が停とまっているかのように、紙の上に固定されている。


    　カインは振り向いて、魔王さまを見つめた。


    「本当にちょっとした発明品なんだ。こんなもの。まったくべつにたいしたことはないのだが」


    「褒ほめろってさ」


    　リーダーに肘ひじで小こ突づかれて、カインは、はっと気づいた。


    「すごいですよ！　こんなの僕！　見たことないですよ！」


    「そうだろう。そうだろうとも。うんうん。そうだろうとも」


    　魔王さまは何度もうなずく。


    「わかりやすいな。こいつ」


    「この発明に私は〝フォトグラフ〟と名付けてみた。光こう子しを意味する〝フォトン〟という言葉と、図を意味する〝グラフ〟という言葉を──これらは共に古代語であるが。それらを合成して私の作った造ぞう語ごだよ。漢字で書けば〝写真〟とでもいうところかな」


    「へー」


    「この結晶で画像を撮さつ影えいするんだ。ここのスイッチを──そうだ。いま一枚撮とってみようか」


    「えっえっ？　……いまですか？」


    　あーんとお肉に向けて大きく口を開あけているリーダーの隣となりで、カインは魔王さまと並んで〝フォトグラフ〟に写った。
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    アサシンさんとねこ①
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    　いつもの昼どき。いつもの酒場。


    　いつもの「腹ぺこ赤せき竜りゆう亭てい」のいつものテーブルで、カインたちは昼飯を食べていた。


    「かーっ！　うめえっ！　人生このときのためにあるって感じだよなーっ！」


    　運ばれてきた分ぶ厚あついステーキを、がぶりとやって、リーダーが元気な声を張りあげる。


    　リーダーは一日三回はそう言っている気がする。朝食、昼食、夕食と──三回だ。


    「いらっしゃいませ～、何名様ですか～♪」


    　店のウエイトレスであるエルマリアの声が聞こえる。カインは振り向いて後ろを──店の入り口のほうを見た。


    「また君は彼女のスカートの中を覗のぞこうとしているのかな？　正直、感心しないのだが」


    　魔王さまにそう言われて、カインは慌あわてた。


    「ち、ちがいますよ！　ぼくはべつにそんな……、の、覗こうとなんて……、一回もしたことは……。たまたま見えちゃったことはありますけど……。でも懺ざん悔げだってしましたし……」


    「うん。いまの反応で安心できたよ。君は紳しん士しであるようだね」


    　魔王さまは誤ご解かいを解といてくれたようだった。ほっとする。


    「なんでスカート覗くんだ？　スカートの中に、なんかうまいもんでもぶらさがってんのか？」


    「リサもスカートを穿はいてみれば、わかるんじゃないかな？」


    　カインは魔王さまと目を合わせて、二人で笑った。リーダーはこの手のことに本当に疎うとい。


    「僕があっちを見たのはですね。ただ、アサシンさんが遅いなー……って」


    　皆の疑ぎ惑わくを完全に払ふつ拭しよくするために、カインはそう言った。アサシンさんの席は空くう席せきとなっていた。皆で店に来る途中で、アサシンさんは、「あとで行く」と、そう短く言い残して、路地の奥にすうっと姿を消してしまったのだ。


    　エルマリアが「いらっしゃいませ」と言うから、アサシンさんが来たのかと思ったわけだ。


    「気にすんな。アサシンのやつ、なにか面おも白しろいもんでも見つけたんだろーぜー」


    「面白いものってなんでしょう」


    「それはきっとウマそうなもんだな」


    「それは面白いじゃなくてウマそうなものだと思います」


    「あ……。ほら。話をすればなんとやらだ。──来たようだよ」


    　魔王さまに言われて顔を向けた。


    　アサシンさんは、混雑する店の中、誰にも触ふれずに、水が流れるみたいに静かに歩いてきた。


    　すとんと椅い子すにお尻しりをおろすと、口を開ひらいて、ぽつりと──。


    「ねこが。いた」


    「はい？　猫ねこですか？」


    「へー。この街。野の良ら猫がいるんだ。めずらしいなー」


    「そういえばいますね」


    　カインはリーダーの言葉にうなずいた。猫をペットとして飼かう人は、お金持ちのあいだに多いようだが、野良猫はあまり見かけない。すくなくともカインの村には、野良をやっている猫は一匹も見かけなかった。


    「なんで猫はあまり見かけないんでしょう？　野良犬だったら、けっこう見かけますよね？」


    　カインは素そ朴ぼくな疑問を口にした。


    「猫は暮らすのが大変なのではないかな。地上とはいえ小型のモンスターも多いからね。犬ならばまだ群むれを作って対処することもできるけど、猫は単独行動が基本だからね」


    「はー。なるほどー」


    　魔王さまの博はく識しきにはいつも感心させられる。


    「たしかに猫って、あんまり戦闘力があるように見えないですね。僕でも勝てちゃえるような気がします」


    「ふふっ。野生の生物を舐なめてはいけないよ。……リサ。君の見立てでは、どうかな？　カイン君と猫では、どちらが強いのかな？」


    「すまん。オレ、一より小さな戦闘力は、よくわかんねーんだ」


    「それ僕が一以下だとすると、リーダーや魔王さまって、いくつくらいになるんでしょう？」


    「とりあえず五三〇〇〇〇くらいだな」


    「うわぁー」


    　リーダーや魔王さまを、強い強いと思ってはいたが、何十万倍も強かったとは……。


    「だけど。それ第一形態の話だからな」


    「なんですか第一形態って。じゃあ第二もあるんですか」


    「ふふふのふ。しみつだ」


    「べつに強さなど、もうどうでもよいだろう。勇者も魔王もやらなくてよいわけだからね」


    「カイン。話。きく」


    　アサシンさんがぽつりと言った。


    「ああはい。アサシンさんが強いのも知ってますよー。……アサシンさんも何十万とかぐらいなんですか？」


    　カインはリーダーに訊きいた。アサシンさんをフォローすることも忘れない。


    「ちがう。きく」


    　だん──と、テーブルの真ん中に、ナイフがぶっ刺ささった。


    　アサシンさんはテーブルから抜いたナイフを腰こしのホルスターに戻すと、ぽつりと口を開ひらいた。


    「ねこが。いた」
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    アサシンさんとねこ②
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    「えーと……。つまりアサシンさんは、路地の奥に猫ねこを見つけたと」


    　アサシンさんがぽつりぽつりと語る内容を、カインは要約して、そう問いかけた。


    　こくんと、首を折るようにして、アサシンさんはうなずく。


    　なにしろアサシンさんのこと。口数の少ない話しぶりから、これだけを聞き出すために、ごはんがすっかり片付いて、食後のコーヒーが出てくるぐらいの時間が経たってしまっていた。


    「んで。それから？　どーなったん？　猫がいたのはわかったからサー。それからどうなんだよ？　手なずけたのかよ？　それとも逃げられたのかよ？」


    「はわわわわー」


    　アサシンさんは、ふにゃふにゃとテーブルの上に突つっ伏ぷした。


    「おま。いま、〝はわわわわ〟とか、ゆった？」


    　リーダーが言う。いまのリアクションは、いったい、どう解釈すればいいのだろう……？


    「私の推理が間違っていなければ、これは嘆なげいているようだね」


    　魔王さまが言った。なるほどー。


    「……なついてくれなかったんですか？」


    　カインが訊きくと、アサシンさんはテーブルから身を起こして、こくり、と、うなずいた。


    「アサシンは……。ゆっくり近づいた。手を伸ばした。毛にさわりたかった」


    「はい！　わかります！　わかります！　ふさふさですものねー！　ふさふさっ♪」


    「うわぁびっくりした！」


    　いきなり横からエルマリアの声が聞こえてきたので、カインは驚いた。


    　椅い子すの一つに彼女が座っていた。店のウエイトレスをしていた彼女だが、昼のピークも終わり、お店も暇ひまになってきているので、カインたちのテーブルにやって来ていたのだ。


    「それでどうなりましたー！」


    　彼女も猫の話題には、興きよう味み津しん々しんのようである。


    「ぱんち。ぱんち。ぱんち。ふしゃー」


    　なるほど。よくわからなかったが、よくわかった。


    　猫パンチ三発を食くらって、それから毛を逆さか立だてて、威い嚇かくされてしまったわけだ。


    「まあ野の良らですからね。気き難むずかしいですよね」


    「……どうしよう？」


    「気長にやるしかないと思いますよー。そんなすぐには懐なついてくれませんよー。たぶん」


    「ころす？」


    「いや殺しちゃだめでしょう」


    　アサシンさんは暗殺者だ。ほかの生きかたをあんまり知らないアサシンさんは、困ったときには、「ころす」という解決法でどうにかしようと試こころみる。でもそれはほとんどのケースにおいて、間違った解決法だ。


    「それでー？　ネコさんにはー？　逃げられちゃいましたかー？」


    　エルマリアが訊きいた。


    　こくり。


    「まあそりゃ猫ねこですからねー。しかも野の良らですからねー」


    「ヤツらも必死に生きてるもんなー。コロされるとなればなおさらだな」


    「だから殺しませんって」


    「アサシンは。追わなかった。追いかけても。また逃げると。アサシンは。思った」


    「うん。いい判断だね。私もそうだと思うよ」


    　魔王さまがうなずく。


    「どうしよう？」


    「どうしましょう？」


    　訊かれても困る。カインは途と方ほうに暮れる顔を返した。


    「ころす？」


    「ですから、そこから離れましょうよ～」


    「これは単なる仮か説せつに過ぎないのだが──」


    　魔王さまが話し始める。皆で魔王さまの話に耳を傾けた。


    「彼女──アサシンと、野良の猫とのあいだには、多くの共通点があるのではなかろうか？」


    「そういえばアサシンさんって……、どこか猫っぽいですよね」


    　前からなんとなく思っていたが……。いざ言われると、たしかにそう思える。


    「──であるならば、彼女に対して取ったのと同じ方法が、野生の猫にも有効であるかもしれない。すくなくとも試ためしてみるに足たる蓋がい然ぜん性せいはあると思われる」


    「アサシンのヤツを手なずけたときのアレか？　餌え付づけしたときのアレか？」


    「ですから餌付けとかやめましょうよ～。アサシンさんは、動物じゃないんですから……」


    　そう思いつつ、首くび筋すじに圧力を感じて、アサシンさんのほうをちらりと見ると──。


    「どうする？　なにする？　アサシン。ころさない。だから。どうする？　おしえる？」


    　期待する顔は、キラキラとまぶしいほどだった。


    「えーと……」


    「おしえない？　ころす？」


    「殺さないでください。教えます。教えますから」


    　といったって、おいしいごはんを手に、辛しん抱ぼう強く、待つだけなんだけど……。


    　アサシンさんが猫と仲良くなれるために、カインはできるだけのことをしようと思った。
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    ころしかた
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    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう。


    　食事も終わって、カインは片付けをやっていた。調理用具や食器や調味料の数々を、背バツク囊パツクにしまい込むのは、いつも一苦労だ。


    　たき火の近くに魔王さまとアサシンさんが座っている。魔王さまは本を読んでいる。アサシンさんは書き物をしている。紙とペンで、なにやら熱心に、書き書きとやっている。


    「なに書いているんですか」


    　話しかけると、アサシンさんはびくっとなって、手を止めた。


    「あ。ヒミツなことでしたか。すいません。……コーヒーでも淹いれますね。僕だいぶ上じよう手ずになったんですよー」


    　カインは鋭えい敏びんに察し取って、すぐに話題を切り替えた。


    「べつに。ヒミツじゃない」


    　アサシンさんはそう言うと、カインに向けて、紙を、ぴろっと示してきた。


    　紙には文字がいっぱい書かれていた。「撲ぼく殺さつ　刺し殺さつ　毒どく殺さつ　斬ざん殺さつ　絞こう殺さつ　扼やく殺さつ　焼しよう殺さつ　爆ばく殺さつ　溺でき殺さつ　射しや殺さつ　圧あつ殺さつ　轢れき殺さつ　笑しよう殺さつ　悩のう殺さつ」と、文字の山だ。


    「僕。読めないんですよ。この文字」


    「これは漢字というものだね。古代文字というほどでもないのだけど。もう使わなくなってしまった地方も多いから」


    　魔王さまが解説してくれた。ほー。へー。はー。カインの村ではこういうのは使っていなかった。でも長ちよう老ろうやおじいちゃんや魔法屋のおばあさんとかなら、読めるのかも？


    「これは、なんて書いてあるんですか？」


    　最初の一つを、アサシンさんに訊きいてみる。


    「それは。ぼくさつ」


    「え？　じゃあこれは……？」


    「それは。しさつ」


    「いったいなにを書いてるんですか」


    　カインは苦笑しながらそう言った。


    「ぜんぶ。カインの。ころしかた」


    「えーと……。殺さないでくださいねー」


    「カインをころすのは、〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンの仕事」


    「いえ仕事にしなくていいですからー」


    「……じゃあ。〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンの役目」


    「おなじですって」


    　カインは困り顔でそう言った。アサシンさんの独特の倫りん理り観かんは、やっぱりよくわからない。


    「カインがもし……。事故や病気で。死んだら。〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンはとっても心残り。そうなるまえに〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンの手でころす」


    「それは事故死するのと、どう違うのでしょー？」


    「……」


    　アサシンさんは考えこんだ。首を右に傾けて、左に傾けて、腕を組んで、よーく考える。


    「カインが……、いなくなる？」


    「そうですねー。殺しちゃったら、いなくなりますよねー。死んじゃいますねー」


    「それはいや」


    　ひたむきな顔で、アサシンさんは言う。そこにカインは、ほっとなった。


    「ですよねー。なら殺すのはやめにしてくださいねー」


    「カイン。いなくなっちゃ。だめ」


    「いなくなりませんから。心配しないでください。僕はあと八十年は生きる予定なんです」


    　アサシンさんを安心させるために、カインはそう言った。冒険者みたいなことをしているのだから、そのへんは本当は、ある程度覚かく悟ごしているのだが……。


    「じゃあ。八十年ごに。ころす」


    　がっくりときた。


    「どうしてもそこから離れられないんですねー」


    「八十年ご。カインが。ふせってる。ごほごほ」


    　アサシンさんは、そう言った。


    「僕、病気ですかー。いえきっと老ろう衰すいですねー。八十年後ですから、僕、九十七歳ですねー」


    「カイン。さいごに。いう。おまえのおかげでいい人生だったよ」


    「なんだかいい話みたいですねー」


    「〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンは。すかさず。刺さす。──とすっ」


    「刺さないでくださいー」


    「なら。〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンは……。割る」


    「なにをですかー」


    「つぶす？　潰かい殺さつ？」


    「なにか新しい殺しかたが発明されちゃいましたねー。すり潰つぶして殺すとか痛いたそうですねー」


    「悩のう殺さつ？」


    「九十七歳のおじいちゃんに悩殺は無理だと思いますよー」


    　カインは笑った。


    　まあ、当面、八十年ぐらいは殺されないで済むようである。
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    ねこのなまえ
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    　いつもの昼下がり。いつもの街中。


    　大通りを歩いていたカインは、ふと、アサシンさんの姿を見かけた。


    　黒と灰はい色いろのツートーンの装しよう束ぞく。ショートヘアの綺き麗れいな銀ぎん髪ぱつ。無表情でまっすぐ前を見て歩くアサシンさんは、なぜか──頭の上に猫ねこを載せていた。


    　載せているというか。被かぶっているというか。猫は彼女のうえで、だるーっと手足を投げ出して、すっかりくつろいでいらっしゃる。


    「アサシンさん」


    　後ろから近づいて声をかけると、彼女は、カインが声をかけることを知っていたかのように振り返ってきた。アサシンさんはいつもこうだ。さすが暗殺者なのだなと思う瞬間だ。


    「カイン。おはよう」


    「もうお昼過ぎですよ」


    「……こんにちは？」


    　小こ首くびを傾かしげると、頭の上のお猫様が、ずずっと滑すべってゆきそうになった。


    　アサシンさんは手を伸ばして、猫を支ささえた。


    　もう。この猫ってば。自分じゃなんにもやらない。けっこう男おとこ前まえな顔しているのに。いや。もしかしたらメスなのかもしれないから、女前かも？


    「その猫が、このあいだ言っていた猫ですか」


    「ん」


    　アサシンさんは小さめの仕し草ぐさでうなずいた。──猫帽ぼう子しがズレないように、顎あごだけで軽く。


    「お名前は、なんていうんですか？」


    「……？」


    「名前ですよ。猫の名前」


    「ねこ」


    　アサシンさんはそう言った。真ま顔がおで言った。


    「いやぁ……、それは」


    　カインは苦笑した。アサシンさんはボケているわけでもなく、冗じよう談だんを言っているのでもなく、完全に真ま面じ目めなのだろうけど。


    「その子って、男の子ですか。女の子ですか」


    　カインはそう訊きいてみた。


    　名前がないなら、なにか付けてあげればいいのだ。でもそのためには、オスなのかメスなのかが、わからないことには……。


    　アサシンさんは猫ねこ帽ぼう子しを外はずした。「たかいたかーい」の体勢で、ぶらーんと、お猫様を掲かかげ持つ。


    　じっと見つめる。


    「おす……だった」


    「では、なにかカッコいい名前を付けてあげましょう」


    　カインはそう言った。ちなみにメスだった場合には「かわいい名前」と言うつもりでいた。


    「それはだめ」


    　アサシンさんは、ぴしりと言った。


    「ねこには。なにか。なまえがある。……はず。勝手につけるのは。よくない」


    「はぁ」


    　カインは曖あい昧まいに返事をした。


    　わかるような。わからないような。アサシンさんは物の考えかた、感じかたが独特な人だから、わかることができなくても、仕し方かたがないことなのかも？


    「だけど困りましたねー。その猫に本当の名前があるとして、それがわからないことには……あっ。そうだ」


    　カインは気がついた。名前がわかる人なら──いたではないか。


    「行きましょう。アサシンさん」


    
      ＊

    


    「名前。わかって、よかったですねー」


    　カインはアサシンさんと連れだって、教会からの帰り道を歩いていた。


    　ふたりで教会を訪たずねてみた。


    　ほうきを持って、教会の前の掃はき掃そう除じをしていたシスターは、アサシンさんの頭の上のお猫様を一いち瞥べつするなり、ずばり、名前を言いあてた。


    　カインは前々から知っていた。元もと女め神がみ様であるシスターは、人の頭の上に「本当の名前」が浮かんでいると言っていた。なら猫にも名前が浮かんでいるのではないかと、そう思ったわけだった。


    「だけどへんな名前ですよねー」


    「そう？　〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンは。よいと思う。……おいしそう」


    　そう言ってアサシンさんは、頭ず上じように手を伸ばして、頭の上の猫をなでなでとする。猫はうっとりと目を閉とじたまま。しっぽだけを動かして返事をしている。


    「いやー。まあー。たしかにー。おいしそうではあると思いますがー……」


    　カインは苦笑した。


    　シスターがずばり言いあてたお猫様の名前は──「じゃがまる」といった。
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    時計
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    　いつもの昼下がり。いつもの酒場。


    　遅めの昼食をとったあと、カインたちはそのまま同じテーブルで、だるーっと長くなって、怠たい惰だな午後のひとときを過ごしていた。


    「あー。だっりー」


    「ですねー」


    　カインは同意した。まったく同感だ。


    　世間一般的には「午後」の時間帯であるものの、しょっちゅうダンジョンに潜もぐっているＧグツドＥイーターの時間は、世間様の時計とだんだんずれてくる。いま現在はＧＥ時間においては朝だった。しかも時差ボケを直そうとしている最さい中ちゆうだから、まったく調子があがらない。


    「カラダ……。うごかねー」


    「それは食べ過ぎだと思います。よく朝から何キロもお肉食べられますよね。……だけどいつものことですけど。戻すのって、大変ですよねー」


    「しょーがねーじゃん。ダンジョン、まっくらだもん。暗いところじゃ時間がわかんねーもん。お日様、のぼってねーし。教会の鐘かねもならねーし」


    「いま何時かわかれば、寝る時間と起きる時間を合わせられるんですけどねー。そうしたら外に出てきたときにも、カラダの時間が狂くるわなくていいんじゃないでしょうか」


    「ああ。なるほど。さもありなん」


    　魔王さまが、ぽんと手を叩たたいた。


    「なんですか？」


    「時間を計はかる道具を作ればよいのではあるまいか。そうすればすべて解決するはずだ」


    「なんだそれ？」


    　リーダーが訊きいた。カインにも、ちょっと意味がわからなかった。


    「だから時間を計る道具だよ」


    「どうやって計るんだ？」


    「私はその道具に──〝時計〟と名付けよう。うん。我われながらよいネーミングに思える」


    「きけっての」


    「……いいや待てよ？　そういえば以前読んだ文ぶん献けんに、時間を計る装置のことが載っていたな。異界の装置の話であったようだが」


    　魔王さまは形の良い顎あご先さきに手をあてて、考えこんでいる。こうなると他のことはもうなにも耳に入らない。リーダーは両の手のひらを上に向けた。「お手上げ」のポーズを取る。


    　そしてたまたま通りがかったウエイトレスのエルマリアのお尻しりに向かって──話題を投げた。


    「──そういえば教会って、毎日決まった時間に鐘かね鳴らすじゃん。あれってどうやってんだ？」


    　教会の塔とうから響ひびいてくる、ごーんごーん、という音で、カインたちは時間を知る。


    　その鐘を鳴らすシスターは、いったいどうやって時間を知るのだろう。


    「お日様の高さで時刻がわかりまーす。棒ぼうの影がここにあればお昼とか、三時とかー」


    「それは日時計というものだ。文ぶん献けんで読んだことがある……。だが携帯できなくては、現在必要とする要求仕し様ようを満たしてはくれず……、携帯においては火や水で動作するものでは……」


    　魔王さまはぶつぶつとつぶやいている。


    「お日様の出てない日は？　どーすんだ？　曇くもってたら？」


    「そういう日には、なんとなく、気分でぇー」


    「気分かっ!?　じゃあ、あれかっ!?　たまに──昼がくるの遅えなー、とか思ったときはッ!?　おまえのせいだったのかーッ!?」


    「そうかもしれないですねー」


    「リーダーがお腹すかしているだけかもしれませんよ」


    　カインの知る限り、リーダーはいつでも「メシはまだか！」と騒さわいでいる気がする。


    「問題はまだ解決していないね」


    　魔王さまが言った。思し索さくにふけっていたかと思えば、急に正しよう気きに返って会話に参加してきた。


    「──そのお日様のことなのだけど。太陽を毎日投げ上げている者は、どうやって正確な時間を知るのだろう？」


    「ああ。アポロンのやつ？　さあなー。そういえば訊きかなかったなー」


    　リーダーがそんなことを言った。


    「へー。太陽って、誰かが投げてたんですかー。……そのアポロンさん？」


    　色々と訊くべきことがあると思ったが、カインは、まずそこから訊いた。


    「そりゃそうだろ。じゃなかったら勝手にあがるはずないだろ」


    「あのー、お知り合いなんでしょうか……？」


    「まえにお日様が必要なことがあったんで、一個、もらいに行ったことがあってだな」


    「何年か前に、太陽が昇のぼらない日がありましたけど……。あれってリーダーのせいでした？」


    「そうかもしんねー」


    「どうやってお日様って作るんでしょうか……？」


    「こう。特殊な気を練ねりあげてだな……、それが空中のサンソとかゆーのと混じると、ものすんげー明るく輝かがやくんだよ。……ああ思いだした。時間のほうは、なんかキカイがあったぞ。アポロンのとこに。時間がくると、ジリジリ鳴り響く、うるせーやつが。あれが時計かっ」


    「ふむ。やはり時間を計はかる機械は存在するわけだね。よし。やはり〝時計〟と名付けよう。試ためしに今度試作してみよう。うんそうしよう」


    　魔王さまの発明魂だましいに火がついたようだった。
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    マネモシャ
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    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう。


    「はい。出発準備できましたよー」


    　大きなバックパックを背中にかついで、カインはリーダーにそう言った。


    「おう。もうちょっと待て。魔王がきてない」


    「ん？」


    　カインは振り返って後ろを見た。言われてみれば、魔王さまがいない。道具をバックパックにぎゅうぎゅう詰めこむのに忙いそがしくて、ぜんぜん、気がつかなかった。


    「魔王さま。どこですか？」


    「お花摘みだ」


    「ん？」


    　意味がわからない。


    　ダンジョンの中に花なんて咲いているはずがないし……。それとも自分が知らないだけで、咲いていたりするのかな？　仮に咲いていたとしても、きっと、戦闘力は高いのだろうけど。


    　まあともかく、なにも心配する必要はないのだ。カインが一人でダンジョンをうろつくのは自殺行為であるが、魔王さまやリーダーやアサシンさんは、お散歩だって、お昼寝だって、できてしまえるわけで──。


    　待つこと、しばし──。暗くら闇やみの奥から魔王さまが歩いてきた。


    「やあ。遅くなった。すまなかったね」


    「じゃ、行くか」


    「あ。ちょっと待ってください」


    　歩き出そうとするリーダーに、今度はカインが言った。


    「なんだよ？　忘れ物か？　しっかりしろよ」


    　バックパックを下ろす。それからカインは、手て近ぢかな地面を探さがしはじめた。


    「えーと。これでいいかな。あとこれかな」


    　ちょうどいい太さと長さの木の棒ぼうを見つける。うん。殴なぐりかかるのにちょうどいい感じ。木の棒っていうよりも「棍こん棒ぼう」っていう感じ。


    　あと手頃の大きさの石──というか、岩を見つける。うん。片手で摑つかんで持つことのできる、ちょうどいい大きさと固さと重さで──。うん。いけそう。


    「うん。これがいいかな」


    「そんな木の棒とか石とか、拾ひろって、どーすんだ？　おまえ？」


    　そう言ってくるリーダーの隣となりをすり抜けて、カインは──。


    「えい」


    　彼女の後こう頭とう部ぶめがけて──棍こん棒ぼうを振り下ろした。


    　ごすっ。


    「な──、なにをするんだ!?　カイン君っ!?」


    　頭を押さえて、彼女が叫さけぶ。こんどはその顔がん面めんに向けて、カインは、手にした岩を──。


    　がすっ。ごすっ。どごっ。


    「ぶっ──!?　やっ──!?　やめっ──！　ひぶぶぉ──！」


    　やめなかった。容よう赦しやなどなかった。四回、五回と、たてつづけに、岩を振り下ろす。


    「ばかやめろカイン！　なにやってんだ！　おまえ！」


    　七回目あたりでリーダーが背中にしがみついてきて、羽は交がい締じめをしてきた。リーダーはちっちゃい体だけど、さすがに力は凄すごくて──カインはまったく動けなくなった。


    「なにって？　やっつけているんですけど」


    「なんでやっつけんだよ！　魔王だよ！　それ魔王だよ！　──って！　え？　あれっ？」


    　魔王さま……だった物体は、すでに輪りん郭かくが定さだかではなくなっていた。


    　子供がクレヨンでやった「落書き」みたいな、ひどい出来で……色も形も、にじみはじめている。ぷるぷると震ふるえ、不定形の〝正体〟に戻りつつあった。


    「僕はモンスターには詳くわしくないですけど。このモンスターなら知ってます。マネモシャっていうんです。人の姿をそっくりまねして、安心させておいて、襲おそいかかってくるんですよ」


    「なっ……、なっ……、なっ……、なんとっ……」


    「リーダー。ほらほらっ。とどめ刺さしてください──って、ああっ、逃げちゃったー……」


    　マネモシャの逃げ足は素す早ばやかった。あっという間にダンジョンの闇やみに消えてしまう。


    「ひょっとして……。気づいてませんでした？」


    「い、いや……。オレ……だ、だって……、びっくりして……。だってカイン……。き、きゅーに、べつじんみたいに、なってたし。ごすっ。ごすっ。って。いっぱい。なぐって」


    「僕なんかが攻撃したって、こんな階かいのモンスターに、ダメージ行くわけないですよ。実際、全然でしたよね。……あでも。倒さなくてよかったのかも？　倒したら食べなくちゃならないところでした。もし、マネしている姿のときに倒しちゃっていたら……」


    「魔王鍋なべ」


    　アサシンさんが、ぽつりと言う。カインは苦笑してうなずいた。──と、そのとき。


    「やあ。遅くなった。すまなかったね」


    　魔王さまが闇の中から歩いてきた。お花摘みから帰ってきた。


    「また来たか！」


    　とっさに剣を構かまえるリーダーに、カインは、笑いながら──。　「こちらは本物です」
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    ユニコーン
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    「おや？」


    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう──に、向かう途中の、とある中ちゆう層そう階かい。


    「いまなんか、いなかったか？」


    「白い生き物が見えたような気がするんだけど」


    　前を歩いていたリーダーと魔王さまが立ち止まって、そんなことを話している。


    「おいカイン。いまなんか、いなかったか？」


    「僕に訊きかないでくださいよー」


    　魔族の魔王さまは暗視インフラビジヨンとかいう種族特性で闇やみを見み通とおすことができる。リーダーも暗闇のなかで戦闘を行おこなうために、鍛きたえて夜よ目めが使えるようになったのだとか。なにをどう鍛えれば、暗闇のなかで目が見えるようになるのか、まったくわからないのだけど。


    「あれ？　馬だったかな？　馬だったよな？　モンスターじゃなかったよな？」


    「シルエット的にはそのように見えたね。白はく馬ばかな？」


    　二人は相談をしている。きっと食べる相談だ。ＧグツドＥイーターだし。


    「馬って……、食くえたよな？」


    「馬ば肉にくというものは美び味みであると聞くね」


    　ほら。やっぱりだ。


    「え？　モンスターじゃない馬の話ですか？　だったら食べたらかわいそうですよー」


    「ばか。普通の馬がこんな階層にいるかよ。一五カインぐらいしか戦闘力ねえし。瞬しゆん殺さつだよ」


    「僕。いつ戦闘力の単位になったんでしょう。──って、馬って僕の一五人分の強さだったんですねー」


    「うむ。野生の生き物はナメたらいかん。──あと可か哀わい想そうって、それなんなんだよ？　おまえだって、いっつも牛肉食ってんじゃん。赤せき竜りゆう亭ていでステーキ食えば、それ牛肉じゃん。牛は可哀想じゃなくて、馬だと可哀想だとか、おま、それ偽ぎ善ぜんだろ。偽善だ偽善だ。偽善だーっ！」


    「戦闘力一五カインぽっちの動物と戦って倒しちゃうのは、リーダーと魔王さまとアサシンさんの場合には、ほとんどイジメですよ。偽善だっていうなら言い換えますが。馬は食べてしまうより走ってもらったほうが、いいかと思います」


    「一般的に、乗用馬として一生を終えると食肉加工されるものだと、物ものの本には書いてあるね」


    「ちぇっ」


    　リーダーは舌した打うちした。


    　やった。勇者に勝った。口でだけど。


    「だけどいいか？　襲おそってきたら──倒すかんな！　倒したら──食うかんな！　それがＧＥの掟おきてだかんな！」


    「それはそうですね」


    　倒してしまったら食べないと。完食しないと。でなければ倒されてしまったモンスターが浮かばれない。


    　カインたちは、そのままダンジョンの奥に向けて進んでいった。そこから一日ほどの行こう程ていを進み、そろそろ中ちゆう層そうを抜けて、下か層そうにさしかかるかというところで──。


    「変だな……？」


    　リーダーが足を止めた。


    「おかしいね」


    「そうですね」


    　魔王さまとカインも、足を止めて、うなずいた。アサシンさんも、こくこくと──。


    　なんのモンスターとも遭そう遇ぐうしないのだ。さっきあの白い馬みたいなモンスターと遭遇してからというもの、他のモンスターとまったく出会わなくなってしまった。白い馬みたいなモンスターは、リーダーや魔王さまの弁べんによると、ちらちらと、感かん知ち範はん囲いのぎりぎりのところに出たり消えたりしているようだが……。


    「ひょっとして私たちは、守しゆ護ごされているのではあるまいか？　あの白いモンスターが、他のモンスターを遠ざけているのではないのかな？」


    「なにあいつ？　オレらのこと、守ってくれてんの？」


    「仮にあの白いモンスターが、単なる馬なのではなく、ユニコーンなのだとすれば……」


    「おお。ユニコーンか。見たことねえが聞いたことあっぞ。強えらしいな。うまいのかな？」


    「ユニコーンは〝乙女おとめ〟を愛好するという。私たちは全員、乙女と考えて……よいのだっけ？」


    「オレ。ちげーぞ」


    「ええっ!?」


    　リーダーの爆弾発言に、全員が、目を剝むいた。


    「オトメとかそんなんじゃねーから。オトメってのは、あれだろ。スカート穿はいたり、お人形さん遊びしたりしたり、オトメチックなやつだろ。オレ。ぬいぐるみなんて持ってねーもん」


    「いや、まあ……。ああうん。リサは乙女でいいのだと思うね」


    　魔王さまは気まずそうにその話題を終わらせた。〝わかってしまった側〟のカインも、気まずく目を伏せた。


    「しかし困ったなー。モンスターに出会わんと、メシが食くえんぞー。ハラへったぞー」


    　リーダーが言った。もともと食べるためにダンジョンに来ているわけで、食材はそれほど持ちこんではいない。食べ物は現地調ちよう達たつというのがＧグツドＥイーターの基本だ。


    　このときのカインたちには、まだ〝事ことの重大さ〟がよくわかってはいなかった。


    　まさかこの後、〝ＧＥ最大の危機〟が訪おとずれることになろうとは──。
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    妹的存在①
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    「お兄ちゃん！」


    　いつもの街まち角かどを皆で歩いていたとき──。


    　聞き慣なれた声が、斜ななめ後ろから聞こえてきた。


    　そしてカインは猛もう烈れつなタックルを受けた。


    「おぶっ──」


    「お兄ちゃぁぁぁ──ん!!」


    　馬ば車しやに跳はねられたような勢いきおいで、カインは吹っ飛んでいった。


    　抱きついてきた何なに者ものかを、かろうじてかばう形で抱きとめて、ごろんごろん石いし畳だたみの上を何回転も転がった。


    「なんだなんだ？　攻撃か？　カイン。おまー。なんか恨うらみでも買ったのか？」


    「我われ々われならともかく。カイン君が襲おそわれる理由はないはずだけど」


    「ころす？　ころす？」


    「いえ……、これはー……、いつものことなんですー……」


    　カインはようようのことで、皆に返事をした。


    　ムチウチ全ぜん治ち三時間ぐらい。鍛きたえた足あし腰こしでなかったら、病院送りになっていたところだ。


    「お兄ちゃん！　お兄ちゃん！　よかった見つかった！　モンスターに食べられて死んじゃっているかと思った！」


    　少女の柔やわらかい体が上に乗っかってくる。そして襟えり首くびを摑つかまれて、がくんがくんと激しく揺ゆさぶられている。頸けい椎つい損そん傷しよう、全治四十五分……追加。


    　白、青、赤、と、トリコロールのお馴な染じみの〝主役っぽい〟色彩が、焦しよう点てんの定さだまらないカインの視界を流れている。髪の金きん色いろも視界に飛びこんできている。


    「やあ。アルカじゃないか。……どうしたの？」


    「どうしたの──じゃないよ！　お兄ちゃん！　ぜんぜん村に帰ってこないで！」


    「手紙書いたよね。こっちで仕事見つかったって。だからしばらくは帰れないって」


    　ようやく首を放してもらえた。少女の顔を、正面から見つめる。やっぱりアルカだ。


    「読んだけど！　何回もぼろぼろになるまで読んだけどっ！　──だけど！　村で仕事すればいいじゃない！　薪まき割わりの仕事！　お兄ちゃんの仕事！　みんな薪が足たりなくて困ってるよ！　お兄ちゃんが街に行ったまま帰ってこなくてサボってるからだよ！　どうしようどうする！」


    　がくんがくんと揺さぶられる。また視界がブレて、あらゆる色が混ざり合った。


    「なーなー。カイン」


    「お取り込み中のところすまないのだが」


    「カイン。ころす？　ころされる？」


    　赤と青と灰はい色いろとが近づいてきた。リーダーと魔王さまとアサシンさんだと……わかった。


    「──？　誰？　お兄ちゃん……、この人たち、なに？」


    　少女──アルカは、近づいてくるリーダーたちに、警けい戒かいした顔を向けている。


    　腰こしの剣に手を当てているところが、アルカらしい。彼女はカインよりはいくつか年下で、まだ十四歳であるが、これで──村一番の剣士なのだ。


    「アルカ。この人たちはね。いま僕がお世話になってる人たちで──」


    「いや。仲間だぞ」


    　リーダーがあっけらかんと、そう言った。


    「……仲間で」


    　カインは訂てい正せいした。


    「頼もしい料理人だね」


    　カインはまた訂正した。


    「……料理をするのがいまの僕の主おもな仕事で」


    「カイン。いないと。〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンは。とても困る」


    「……必要としてもらえているんだ。いまの僕の仕事は」


    　カインはまたまた訂正した。


    「えっ？　あの？　えっと……。お兄ちゃんの……友達？　……仲間？　……なんですか？」


    　まだ剣の柄つかに手を残しつつ、アルカは訊きいた。


    「おう。友達友達。てゆうか。ま。もう家族みたいなもんだな」


    「カイン君にはとてもよくしてもらっているよ。──ところで君は、カイン君の妹君かな？」


    「カイン、おま、妹いたんかー。──言わなかったじゃん？」


    「いえこれはべつに妹ではなくて──」


    「ごめんなさい！」


    　アルカはずばっとカインから離れた。びしゅっと頭を下げる。


    「あたし勘違いしちゃってました！　お兄ちゃんをさらった悪い女の人たちかなーって！　なら斬きってもいいかなーって！」


    　はっきりとものを言う。これがアルカの良いところであり、困ったところでもあった。真まっ直すぐ過ぎるのだ。思いこみも激しい。


    「あたし！　アルカといいます！　お兄ちゃんの妹です！」


    「いや。だからね。あのね。さっから言ってるけど。妹じゃなくてね──」


    「ま。赤せき竜りゆう亭てい。すぐそこだしな。──話はそこで聞くさ。メシまだだろ？　食くおうぜ？　おごってやるよ」


    　リーダーが、くいくいっと親指で、通りの先を指し示した。
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    「リサちゃん！　これおいしいねー！　おかわりー！　いいよねっ！」


    　腹ぺこ赤せき竜りゆう亭ていのいつものテーブルに、椅い子すがひとつ増えている。


    「お、おう……。いいケド……。〝ちゃん〟はヤメろ」


    　アルカはすっかりリーダーに懐なついていた。「リサちゃんかわいー」などと攻せめていた。「カワイイ」と呼ばれることに免めん疫えきのないリーダーは、すっかりアルカのペースに呑のまれている。


    「えー？　なんでー？」


    「あのな。おまえな。年上にはな。もーちょい敬けい意いっつーものをな……」


    「なに言ってるの。リサちゃん、あたしより年下だよー！　背だって低いしー！　ムキになっちゃってー！　もおー！　カワイーっ!!」


    　アルカは椅子を立つと、隣となりの席のリーダーのところに、ぎゅー、と抱きつきにいった。


    「カイン～……。たすけて～……」


    　硬こう直ちよくしきって半ベソになったリーダーが、助けを求めてくる。


    「うーん……」


    　カインは腕を組んで考えこんでいた。「リーダーがアルカよりも年下説」を信じてしまいそうだった。孤こ児じだったリーダーは自分の正確な年齢を知らないというし……。


    「リサばかり不公平だね。私にも、ぎゅーとやってはくれまいか？」


    　魔王さまがウインクをひとつ。大人の余よ裕ゆうをみせてそう言った。


    「はい！」


    　ほがらかに返事をして、アルカは魔王さまに抱きつきにいった。


    　ぎゅーっと、しがみついて──。それから顔を離して、真ま顔がおになって──訊きく。


    「おっきい……。ね。まおーさま。……さわってもいい？」


    「ま、まあ……。べつによいけど」


    「ではっ！」


    「やめなさい」


    　カインはアルカの頭をぱしっとはたいた。──いまなにをしようとしたのだ。バカ妹よ？


    「すいません。物もの怖おじしない娘ですいません。色々とすいません。バカな妹ですいません」


    「バカじゃないもん！」


    「おおきいのなら自分にもついているよね。ひとのわざわざ触さわる必要ないよね」


    「お、おおきいって……!?　お──お兄ちゃんのエッチ！」


    　アルカは胸むねをかばって赤い顔をした。


    「あはははっ。なに構かまわないよ。──我われ々われにも妹ができたみたいで楽しいよ」


    　魔王さまは長い脚あしを組み替えると、そう言った。大人の余よ裕ゆうが濃のう厚こうに漂ただよう。


    　その魔王さまの隣となりでは、おバカな我わが妹的存在が、真ま似ねしてみようとして、鎧よろいをがちゃがちゃと鳴らしている。そして椅い子すごと……後ろにコケた。


    「はああぁぁ……、だいじょうぶ？」


    　深い深いため息をつきながら、カインは助け起こしに行った。


    　はでにすっ転んで、ぱんつ丸見え。しかし色気とかそういうものとは、これはぜんぜん違う。


    「そういえば、カイン君は、さっき妹ではないと言っていたようだけど？」


    「はい妹ですっ!!」


    「そうなんです。じつは妹じゃないんですよ。妹的ではありますが。ぶっちゃけ近所の子です」


    「お兄ちゃんが近所の子って言ったあァ!?　あたしうちの子じゃないって言われたあァ!!」


    「だからうちの子じゃないよね」


    「血だって繫つながっているもん！　ひいおじいちゃんまで遡さかのぼれば！」


    「それ言ったら、うちの村、半分くらいは親しん戚せき同士になってるよね」


    「そうだ親戚っていえば、鍛か冶じ屋やのお姉さんも魔法屋のお姉さんも薬草摘みのお姉さんも狩かり人うどのお姉さんも発明家のお姉さんも教会のお姉さんも、みんなお兄ちゃんのこと心配していたよ」


    「カイン、おま、兄弟おおいんだなっ」


    「幼おさな馴な染じみってやつです。でもこんなところまで特とつ攻こうしてくるのは、こいつくらいです」


    　ぽんぽん、と妹的相手の頭に手をやって、カインは言った。


    「うらやましいね。私は一人っ子だったし」


    「オレ。孤こ児じだったし」


    「〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンは……。シリアルナンバー続きなら。たくさん。いた」


    　みんなそれぞれのコメントを述べる。迷めい惑わくそうでないのは良かったが、これ以上甘えているわけにもいかない。


    「まあそんなわけで、大変、お騒さわがせしました。これ食べさせたら、すぐに帰らせますんで」


    「やだ！　ここにいる！　お兄ちゃんのとこにいる！」


    「聞き分けないこと言わないの」


    　柔やわらかな金きん髪ぱつの合間に指を差し入れて、頭をダイレクトに引っ摑つかんで、ぐりぐりとやった。


    「痛いたい痛いよ……お兄ちゃん」


    　カインの決然とした意志が伝わったか、それとも単に痛いだけか──アルカは涙目になった。


    「まあまあ。すこしぐらいだったら、いいんじゃね？」


    「それに故郷の村への乗り合い馬ば車しやだって、この時間では出ていないだろう」


    「ああ、もー……。リーダーも魔王さまも。そういう甘いこと言うと……知りませんよ？」


    「やたっ！　泊まっていっていいよね！」


    　さっきまで泣いていたアルカは、けろっと笑顔になっていた。
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    妹的存在③
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    「あたしね！　勇者なんだっ！」


    「なにっ!?　なんだとっ？」


    　変なことを口走ったアルカに、リーダーが、ぎくりと目を顔を向ける。


    　その夜。カインの部屋は、完全に定員オーバーとなっていた。皆の体温で暖かく──いや、熱いくらいだ。


    　窓を開あけて換かん気きをしながら、カインの考えていることは、誰が床ゆかで寝て、誰がベッドで寝るべきなのかということだった。そのことで頭が一杯だ。もちろん自分が床になるのは確定だが、ベッドには体の大きさからいってリーダーとアルカの二人だろうか。それとも魔王さま？


    　アルカがカインの部屋に泊まると言い出して、言うことをきかずに困っていたら──なんでか、リーダーと魔王さまとアサシンさんまで、カインの部屋にやってきてしまった。アルカと合わせて、今夜は、四人で泊まってゆくそうである。


    「ゆ、ゆ、ゆ、勇者なのっ？　おま──勇者なの？」


    「そうだよ。勇者だよ」


    　えっへん、とばかりに、アルカは胸むねを張る。最近、けしからんほどに育ってきたその場所が、ぷるんと揺ゆれる。妹的存在なので色気もへったくれもないのだけど。


    「じゃオレってなに？」


    「リサちゃんだよ？」


    「勇者？　勇者？　ころす？　ころす？」


    　アサシンさんもベッドの下から這はい出てきて目を光らせる。


    「いえ勇者っていったって〝村の勇者〟ってやつです。地域ローカル限定のご当地勇者です。世界の勇者とは意味もスケールもぜんぜん違います」


    　〝勇者〟を名乗られてびっくりしているリーダーと、〝勇者〟と耳にして暗殺者モードに突入しかけているアサシンさんのために、きちんと説明を行おこなう。


    　納なつ得とくしたのか、アサシンさんはまたベッドの下に戻っていった。そこが定位置だ。


    「剣！　上じよう手ずだもん！　カインおじいちゃんから教わってるもん！　村の近くの祠ほこらに住み着いたゴブリンとか！　追い出したもん！」


    「カインおじいちゃん？　ほこら？　……カイン。おまえいつおじいちゃんになったの？」


    　またリーダーが首を傾かしげる。アルカの説明はまるで説明になっていない。疑問点ばかりが増えてゆく。アルカは剣の修しゆ行ぎようのときには天才的だが、その他のことだと、だいぶ残念な子だ。


    「ああ。村一番の老剣士の……ひいお爺じいさんが、僕と同じ名前なんですよー。いや、僕のほうが名前もらったってことになるのかな？　向こうが先ですもんね」


    「しかし。アルカ。強えじゃん。ゴブリンやっつけたのか。──何匹いた？」


    「百匹くらい！」


    「けっこう強えじゃん」


    　リーダーがぴゅうと口笛を吹いた。最近、カインもモンスター業界のことを勉強しているので知っている。百匹もいる群むれになると「王」や「ロイヤルガード」が存在している。普通のゴブリンよりも遥はるかに強い。


    「いまはもっと強いよ！　それ十二歳のときだもん！　二年間頑張って修しゆ行ぎようしたもん！　もうおじいちゃんよりも強いよ！　おじいちゃんすぐ腰こしがぎっくりってなって──倒せるの！」


    「見込みあるじゃん。そのうち本当に勇者になれるかもなー」


    「なるよ？」


    　アルカは、きょとんと首を傾かしげた。彼女の中では、それはすでに確定事項なのだ。


    「しかし興きよう味み深い話だね。村の勇者などという存在がいたとは。そしてリサ。君も知らなかったとは」


    「オレ勇者業界には、詳くわしくなくてさー。……そだ。村の勇者なんてもんがいるなら、じゃあ、村の魔王なんてのもいるのかねー？」


    「さあ。私も魔王業界は詳しくないので」


    「いたよ？」


    　アルカが、きょとんと首を傾げる。カインの村ではそれは有名な話だった。村の魔王の話は。


    「うちの村の近くの祠ほこらにねっ。昔、魔王が住んでたんだってー。それを倒して追い出したのが、うちの村のカインおじいちゃん！」


    「いたよ！　村の魔王っ！　村の勇者は二代目だったヨ!!　うははははははは!!」


    　リーダーはお腹を抱かかえて大笑いしている。魔王さまは複雑な顔で愛あい想そ笑わらいをしている。


    「ぶわっはっは！　じゃあカイン……おまえにもー、勇者の血が流れてたんだなーっ！」


    　なにがそんなにウケたのか。リーダーにばしばしと背中をぶっ叩たたかれる。


    「お兄ちゃんとおじいちゃん、ぜんぜんちがうよー。おじいちゃんエロだもん。お兄ちゃん紳しん士しだもん。カインおじいちゃんって、スケコマシ……とかゆーやつなんだよ？　お嫁さん七人もいたのっ。鍛か冶じ屋やのおばあちゃんも魔法屋のおババも薬草摘みのおばあちゃんも狩かり人うどのおばあちゃんも発明家のおばあちゃんも教会のおばあちゃんも、みんなっ、カインおじいちゃんのお嫁さんだったんだから！」


    「やはり君は村の勇者の末まつ裔えいだったようだね」


    　今度は魔王さまに肩をぽんぽんと叩かれた。


    　なにを言われているのか、カインにも理解できた。リーダーと魔王さまとアサシンさんと、あとついでにエルマリアと──。皆と「ケッコン」してしまっていることを言われているのだ。


    　あれはアルカには内ない緒しよにしておかないとー。バレたら大変だー。カインはそう思った。
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    妹的存在④
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    「ごちそーさまでしたっ！」


    　いつものお昼。いつもの赤せき竜りゆう亭ていの、いつものテーブル。食事が終わるなり、リーダーは──。


    「おいアルカ。ちょっと表おもて、いこーぜ」


    「なに？　あそぶ？」


    　目を輝かがやかせるアルカに、リーダーが放り投げたのは。──剣だ。


    「稽けい古こつけてやんよ」


    「え？　え？　え？」


    　こちらも剣士、剣を空中でしぱっと受け取りはしたものの、目のほうは白黒させている。


    「おまえ。オレのことナメてんだろ。年下だと思ってんだろ」


    「年下だし」


    「オレの強えとこ見せてやんよ。稽古つけてやんよ。そしたらおまえ、年上扱あつかいしろよな？」


    「リサちゃん？　なにいってるのかわからないよ？」


    「ああ。三分経たってから、もういっぺんそれ言ってくれ」


    



    
      ＊

    


    　実際には、三分間でなくて、稽古は三十分間ほど続けられた。


    「これでわかったか」


    　自然体で立つリーダーは、地に伏せて起き上がろうとしているアルカに、そう言った。


    　アルカはとうとう立ち上がれなくなっていた。


    　リーダーは構かまえを取っていない。それどころか剣さえ持っていない。アルカの鋭するどい攻撃をすべて躱かわしつづけての三十分間であった。自分からはまったく攻撃せず、ただアルカの剣を避さけつづけて、体力を消しよう耗もうさせて、ついには動けなくさせてしまった。いつもダンジョンの最さい下か層そうで見てはいるが、《勇者》という存在の凄すさまじさを、改あらためて見せつけられた気分だった。


    「あ、あたれば……っ、当たりさえすればっ……」


    　アルカは剣を杖つえがわりにして立ち上がろうとしながら、そう呻うめく。


    「当たれば……、か……。いいよ。じゃあ当ててみろよ。避けねーから」


    　リーダーは本当に棒ぼう立だちとなった。なんとか立ち上がったアルカは、ふらふらになりながらも、剣を構える。切きっ先さきをリーダーの胸むねへと向ける。


    　アルカの握にぎっているのは──真剣だ。


    「ちょ──」


    　カインはさすがに止めに入ろうと思った。──が、魔王さまに肩を摑つかんで止められた。


    「我われらがリーダーを信用したまえよ」


    「は、はい……」


    　黙だまって見ていることにする。信用している。信頼だってしている。リーダーを信じた。


    「や……やあぁァァァーッ！」


    　斬きりつけた。突きこんだ。無数の連れん撃げきが繰り出された。どこに残っていたのかという体力だ。


    　──だが。リーダーの体には傷きず一つ付いていなかった。まったくの無傷だ。


    「カア──ツ!!」


    　リーダーは物もの凄すごい大声で、喝かつを飛ばした。体力の限界だったアルカは、よろよろと後あとじさると、ぺたんと、地面にへたり込んでしまった。


    「貴き様さまの剣は──軽いッ！　そんな軽い剣ッ！　いくら当たろうが何のダメージもないわッ！　えい貴様には才能がない！　無む駄だだ無駄無駄無駄！　わかったら！　とっとと故郷に帰れ！」


    　リーダーはアルカに背中を向けると、歩き去って行った。


    
      ＊

    


    　数日が経たち、赤せき竜りゆう亭ていにて──。


    「いるのがすっかりあたりまえとなっていたからね。いないと寂さびしいものだね」


    「ふん。寂しくなんかねーよ。あんな弱っちーの。戦場に出ねえでいーんだよ」


    　魔王さまの言葉に、そっぽを向きつつリーダーが返す。


    　カインにはわかっていた。リーダーはアルカのことを心配して、わざと厳きびしくあたったのだ。格かく言げんにも「生なま兵びよう法ほうは怪け我がのもと」とある。アルカが自分の腕に慢まん心しんして、強すぎるモンスターに挑いどんで、怪我をしなくて済むようにと……。


    「僕。リーダーとケッコンしてよかったと思ってます」


    「なっ──!!　なっなっなっ!!　なに言ってんの!?　おま!?　言っちゃってんのッ!?」


    「リーダー。ケッコンするというのは、家族になるって──そういう意味でしたよね」


    「だよな！　だよなーっ!?　そうだよなー!?　あーびっくりしたっ……」


    　魔王さまは笑いをこらえるのに苦労している。アサシンさんは、ぼーっとしている。


    　今日も赤竜亭は、いつもの通りだった。


    「リサちゃん！　いたーっ！」


    　──と。そのときアルカの声がした。全員の視線は、一いつ斉せいに、店の入り口へと向けられた。


    「おま──帰ったんじゃねーのかよっ!?」


    「あたし騎き士し団だん入ったんだーっ！　入団試験受けたら合格できたーっ！　これからも稽けい古こつけてね！　絶対だよ！　年上ってことにしてあげるからっ！　じゃ脱走してきたんで──帰る！」


    　アルカは猛もうダッシュで消えていった。どうやら《勇者道どう》という道に、本格的に進ませてしまったらしい。カインたちは顔を見合わせて──やれやれ、と肩をすくめた。
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    モールス信号
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    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう──の、すこし手前の、だいぶ下か層そうに近い領りよう域いき。


    　リーダーたちでも、多少は周囲に気を配り──カインなんかは、もうすっかり覚かく悟ごを決めて、いつあっさり逝いってもいいように観念しながら歩く、そんなフロアを、皆で隊列を作って歩いていたときのことだった。


    「あれ？　ねえ？」


    　後ろを振り向いて、カインは言った。アサシンさんの姿がない。


    「ねえ？　アサシンさん……。いなくないですか？」


    　カインはそう言ってみた。アサシンさんは気け配はいを立てずに動くひとだし。暗殺者としてのその服装は、闇やみに紛まぎれるためのものだし。カインなんかに、その「気配」が感知できるはずもないし。はっきり言って、まったく自信はないのだけど……。


    　でも、いつも後ろを歩いているはずのアサシンさんの姿が、見えないような気がするのだ。


    「そんなわけないだろ」


    　リーダーは立ち止まり、振り返った。闇の中に目をこらす。ついで目を完全に閉とじきって、視覚以外の第六感みたいなものを凝こらす。


    「いねえ」


    「ほらー」


    「ほら──じゃねえぞ。ほんとにいねえぞ。──アサシンのやつ。どこいった？　大変だ！　いや──そんなに大変でもないか」


    　リーダーは一瞬慌あわてかけたものの、すぐに落ち着きを取り戻した。


    　迷まい子ごになってしまったのが、カインだったら、これは大変なことだった。五分以内に見つけだしてもらわないと、きっと、半分ぐらいの確率で死んでしまっているはず。


    　しかしアサシンさんであれば──。


    「うん。そうだね。迷子になったのがカイン君であれば、三十秒以内に見つけ出さないと生存確率は二十五パーセントを切ってしまうが、彼女ならべつにどうということもないからね」


    　ちがった！　もっと低かった！　三十秒で四分の三ぐらい死んでいた！


    「本当に、どこ行ったんでしょうか？　アサシンさん……？」


    「単なる迷子ではないだろうね」


    「罠わなにでもかかったかな？」


    「彼女が？　……まあ可能性はないわけではないけど」


    　ＧグツドＥイーターのなかで、アサシンさんの役割は、戦闘と索さく敵てきのほかに、罠発見及び解かい除じよとなっていた。ただし罠の扱あつかいに関しては本職ではないので、たまに失敗することがある。


    「どうしましょう。どうしましょう。本当にどうしましょう」


    「落ちつけ」


    　うろたえるカインは、リーダーにぴしりと叱しかられた。きっと元勇者のリーダーは、こうした修しゆ羅ら場ばを、無数にくぐってきているに違いない。それこそ何度となく──。


    「探たん知ち魔法の準備に入ろうか？　探知範はん囲いにもよるけど。魔ま方ほう陣じんを描くために三十分間ほどはほしいかな」


    「うーん……」


    　リーダーは腕組みをして考える。


    　カインはリーダーを信じて、その判断を待った。


    「ほっとこ。──腹減ったら帰ってくっだろ」


    「そんな犬や猫ねこじゃないんですから！」


    「なに怒ってんだよおまえ？」


    「ああいえ。すいません。でも捜さがしたほうがいいと思います」


    「捜すのにいちばん向いてるやつが、あいつなんだよ。オレらがあいつを捜すより、あいつがオレらを捜しにきたほうが、はええの」


    「あっ……。そうなんですか」


    「あとこいつの魔法。物ぶっ壊こわすこと以外は、苦にが手てだから、アテになんねーの」


    「失しつ敬けいな。そこらの新しん米まい魔法使いよりは確実だよ」


    「そうなんですか」


    「納なつ得とくしないでくれたまえ」


    　──と、そのとき。


    「あれ？　なにか聞こえませんか？　なんか……、地面の下から……？　音？　震動？」


    　皆も耳を澄ます。たしかに足の下から、なにか震動が伝わってくる。どーん、どーん、どっ、どっ、どっ──と、長い揺ゆれと短い揺れとが、繰り返しているようだ。


    「ふむ。これはモールス信号だね」


    「もーるすしんごう？　……なにそれ？」


    「暗殺者の符ふ丁ちようで使われる信号だと聞くね。この意味は……、７、３、し、た、お、ち、た」


    「落ちたのか。アサシンのやつ。ばっかでー。じゃあ下のフロアにいるわけか」


    「返事をしよう。リサ。私の言うタイミングで大地を揺らしてくれないか。長く短く頼む」


    「よしきた」


    　リーダーが腕まくりをして応じる。モールス信号でアサシンさんに返事を送った。


    　アサシンさんが無事なようで、カインは、ほっとしていた。


    　この連絡方法はＧグツドＥイーターの緊急時の連絡方法として正式採用された。しかしリーダーは、こーゆーの苦手なのか、覚おぼえるのにひどく苦労していた。
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    リビング・ソルト
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    「うらーっ！　出てこーい！　塩ーっ！」


    　いつもとちょっと違うダンジョン。いつもとちょっと違う最さい下か層そう。


    　今日のカインたちは、はじめて訪おとずれるダンジョンにきていた。そしていきなりの最下層到達。


    「リーダー。そこ。〝塩〟じゃないですよ。リビング・ソルトですから。この超明解モンスターポケット事典によりますと。リビング・ソルトというモンスターは──」


    　幸運兎堂ラツキーラビツトで買ってきたモンスター事典のページを、リーダーに示す。


    「──つまり塩だろ。塩。体がぜんぶ塩でできているんだから、つまり塩だろ」


    「ええ。つまり塩です」


    　連戦連勝を誇ほこるＧグツドＥイーターではあったが──。物質系モンスターには、毎回、手て痛いたい目にあわされていた。


    　たとえば、リビング・ストーンというモンスターを倒したら、漬つけ物石みたいな丸い石がごろりと出てきた。大きな石をどうやって食くうか、ＧＥはピンチとなってしまった。このときには、カインの機転によって危機を脱だつすることができた。


    　またカーボナイト・ゴーレムを倒したときには、ごろりとダイヤが出てきた。ダイヤをどうやって食べるのか……。もちろんリーダーの丈じよう夫ぶな歯といえどダイヤには通じない。歯が欠けそうになった。このときにも、カインの機転によって、危機を脱することができた。


    　この天然岩がん塩えんの洞どう窟くつには、命を持って歩き回る塩──リビング・ソルトという名のモンスターが出しゆつ没ぼつするという。


    　塩ならば、食べられる。


    　食べられる物質系モンスターは、他にも氷砂糖のゴーレムなどもいるらしい。だがこちらは☆が４つも付くような超絶激レアということで、普通のレアモンスターである、リビング・ソルトを狩りに来たわけだが……。


    「いませんねー」


    「いねーなー」


    　カインはリーダーと周囲を見回した。


    　ここが最下層で間違いないのだけど……。見渡す限り、白い結晶しか見えない。


    　塩。塩。塩。岩塩の大洞窟は、壁かべも床ゆかも天てん井じようも、すべてが白か透明か、どちらかの色で染め上げられていた。


    　まあ「普通のレア」といったって、つまり「レア」ではあるわけで、見つかったら幸運とされるランクである。「普通のレア」がどのくらいのレア度であるかというと、全身が金きんのゴーレムも同じ☆２のカテゴリーにいるくらいだ。ＧＥは金にはあまり用がないのだけど。


    「ところでリビング・ソルトってやつは、どんな姿してんの？」


    「それがよくわからないんですよ。この事典。絵がついてなくて」


    「使えねー。まったく使えねー」


    「モンスター図鑑のほうだったら、絵がたくさんあったんですけど」


    「そっち買えよ！」


    「リタもエマもそっち薦すすめてくれたんですけどね。……高いんです。まあ金きん額がくはべつにいいんですけど。ＧグツドＥイーターの経費で落としますし。でもかさばるんです。全一〇巻セットなんですよ。あれはちょっと冒険には持ってこれませんよ。ポケットミニ図鑑のほうだと、ポケットに収まりますけど、こんどはモンスターの収録数が少なくなりまして、あんまり役に立たないんです」


    「なんだかよくわからないが。おまえが使えないとゆーことだけは、よーく、わかった」


    「あっ。ひどいですその言いかた」


    「だ、だってさ。姿もわかんねーんじゃ、探さがしようが……ないじゃん？　おまえ。だめじゃん」


    「あっ。僕いま傷きずつきました」


    「だ。だって。だって。見つかんねーんだもん。だって。だって。いねえし……」


    「リーダー。がんばりましょう。僕もいっしょに探しますから」


    「うん。ちゃんと……さがしてよ？」


    　リーダーが、なんだか、かわいくなってしまっているのは、お腹が空すいているからかもしれない。リーダーはお腹が空くと幼児化してしまうのだ。


    　塩の洞どう窟くつであるせいか、生き物の姿はほとんど見かけなくて──。そのせいで最さい下か層そう到達も、ずいぶんと早かったけど。


    　このあいだの「ユニコーン事件」で全ぜん滅めつしかけてから、現地調ちよう達たつ以外にも、非常用の食料を持つようにしているが、戻りの行こう程ていを考えると、毎回の食事は少なめとならざるを得えない。


    「うう……。ああ。いらいらする。なにかあそこにいるような感じがするんだ。魔法でぶっ飛ばしてもいいだろうか……？」


    「ころす？　ころす？　でてこないと。ころす？」


    　魔王さまとアサシンさんは、攻撃本能が目め覚ざめたり暗殺者の本能が目覚めたりしちゃうほう。


    「おい。あれ？　……あそこでスキップしてんの？　あれそうなんじゃね？」


    　いよいよ、みんな危あぶないなぁ、と思ったとき──。


    「あ。そうですね。ピンク色の塩の結晶が二本の足で軽快に跳はねる。──本の記き述じゆつの通りです」


    「てゆーことは……？　──いたーっ!!」


    「食くらえ!!　我わが必ひつ殺さつの究きゆう極きよく魔法──」


    「ころす。ころす。首を。かく」


    　腹を減らした勇者と魔王と暗殺者の、腹ぺこパワーによる一いつ斉せい攻こう撃げきを食らって、か弱いモンスターは、ひとたまりもなかった。
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    三角形のダンジョンへ
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    　今日の冒険には、いつもと違うところが、二つほどあった。


    　一つは、訪おとずれているダンジョンの違いである。


    　砂さ漠ばくのどまんなかにそびえ立つ、三角形のダンジョンに──今回、カインたちは訪れていた。


    　この古代の建けん造ぞう物ぶつは、正確には「正せい四し角かく錐すい」という形状らしいのだが──。それは空から見下ろしでもしたときの話。地べたを這はいずるようにして歩くカインたちが、砂漠を延えん々えんと歩いてくる最さい中ちゆうに、ずっと見えていたのは、三角形だった。よって三角形のダンジョンで、もう決定。


    　ある日、リーダーが言ったのだ。「マミーっているだろ。あれ食くえるのかな？」──と。


    　リーダーはさらに主張を続けた。マミーというモンスターは干ひ物もののはずだと。干物ならウマいはずだと。ちなみにこのダンジョンは古代半はん魚ぎよ人じん文明の遺い物ぶつだった。よってマミーはサカナの干物となるはずだ。……ほんとかなぁ？


    　それを確かめるために、ＧグツドＥイーターはここにいるのだった。何事も食ってみなければわからない。


    「おーい。なんか黄おう金ごんのマスクとか出たぞー？　これどうするー？」


    「ああ。置いてきましょう。重いですから」


    「そっか」


    　ぽい、と、リーダーは投げ捨すてる。普通の冒険者が見たら、目を剝むきそうな光景だ。しかしＧＥでは、わりとよく見かける光景だ。


    　カインたちＧＥは「美お味いしいもの」を求めてダンジョンに来ている。


    　戦せん利り品ひんや宝の数々は──まあ多少は持ち帰ることもあるが、冒険活動を続けるための必要最低量でよい。だいたいバックパックの中身は食材と調味料と調理用具などでいっぱいで、宝石などの、かさばらない物ぐらいしか詰めこむ余地はない。


    　黄金のマスクは、たとえ一〇万Ｇゴールドになろうが、ポイである。ポイ。


    「ええっ？　もったいないですよう。持って帰りましょうよぅ」


    「僕……。もう持てないですよ？　シスター持つんなら、べつにいいですが」


    「じゃあ持ちまーす。金きんぴか。だいじでーす」


    　シスターは明るい声でそう言うと、黄金のマスクを、背せ負おった袋ふくろに、ぽいっと入れた。


    　袋にはもうすでにかなりの量の金きん銀ぎん財ざい宝ほうが詰め込まれているはずだが、ぜんぜん重たそうに見えない。でもきっとカインには持ちあげられないほどの重量となっているに違いない。


    　今回の冒険が、いつもと違っている点は──もう一つ。


    　それはシスターがついてきているということだった。


    　ダンジョンがダンジョンなだけに、出てくるのはアンデッドと言われる種類のモンスターばかり。ゴーストにスケルトンにゾンビ。ちょっと強くなると、ヴァンパイアだとかリッチだとか。そんなモンスターばかりが、ごろごろと湧わいて出てくる。


    　特に後ろ二つのモンスターなどは、世間一般的には「不死の王」と認にん識しきされて怖おそれられているはずだが……。元もと女め神がみ様の心しん霊れい力りよくはさすがに凄すさまじいものがあって、ターンアンデッド一発で、全泣きになって退散してゆく。万が一、逃げ損そこねたとしても、塵ちりとなって消しよう滅めつしてくれる。


    「しっかし……。食くえるやつが出てこねーなー」


    　担かついだ剣で、肩をとんとんと叩たたきつつ──リーダーが言う。


    「食べられないほうがいいですよ。ゾンビのお肉なんて、いくらリーダーの胃い袋ぶくろが強きよう[image: ]じんだとしても、ぜったい、食中毒を起こしますって」


    　倒したら食わねばならない。──それがＧグツドＥイーターの鉄の掟おきてだ。いまのところ、出会ったモンスターたちは、逃げてくれるか、完全に塵となって消滅するかのどちらかで、スケルトンの骨でスープを取るとか、ゾンビ肉のエイジング・ステーキだとか、そんなアグレッシブな料理に挑ちよう戦せんしないで済んでいる。


    　そのためにシスターにお越しいただいたわけであり──。


    「あ。わたし。食中毒が出ても、治なおせますよー？」


    「いざというときには頼みます。いまはいいです」


    　カインは言った。司し祭さい服ふくを着ているときの彼女には、どうしても敬語になってしまう。赤せき竜りゆう亭ていでウエイトレス姿のエルマリアと会うときには、普通に話せるんだけど……。


    　がちゃがちゃと骨の鳴る音が通路の奥から聞こえてきた。スケルトン一個小しよう隊たいがお目見えだ。


    「よっこらしょ、っと♪」


    　手にしたハンマーを、シスターが頭ず上じように振りあげて──打ち下ろす。


    　どごおおおん──と、轟ごう音おんが響ひびいた。大地が震動して地面が陥かん没ぼつする。スケルトンの数体が粉こな々ごなとなる。直撃しなくても衝しよう撃げき波はだけでバラバラだ。いったい何百キロの重さがあるのだろう。その巨大なハンマーは、シスターの細腕で、ぎゅんぎゅんと振り回されている。


    　このダンジョンに来て初めて知った。シスターがこんなにすごい〝力持ち〟だとは──。


    　さすが元女神様。人間に生まれ変わっても、そこはかとなく、チート級……。


    「では──。安らかに♪」


    　光が差してくる。ダンジョンの奥底なのに。天てん井じようがあるのに。天上から光が差しこんできて、そしてスケルトンの一団は完全消滅した。


    「こんどは黄おう金ごんの剣が残ってましたー！　もらっていいですかー？　金きんぴか、いいですかー？」


    「どうぞ」


    　カインはうなずいた。


    「さあ！　どんどん参りましょう！」


    　ニコニコ笑顔で、シスターは、とても元気だった。
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    人格交換魔法①
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    「以前。私は。人じん格かく交こう換かん魔法に関する実現可能性について話したことがあったね」


    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう……では、ぜんぜんなくて、入り口を入ったばかりの最さい上じよう層そう。


    　食後の時間を皆で過ごしていたとき、魔王さまが、急にそう言った。


    「じんかく？　こーかんまほー？　なんじゃい？　そりゃ？」


    「リサが言ったんじゃないか。その……、つまり、私の体型が、ば、ばいーんで……、だ、だいーん……でっ、ど、ど、ど……ど……。だめっ。言えない。どうか堪かん忍にんしてはくれまいか」


    「なに言ってんのか、わかんねーけど。なんなのかは思いだしたぞ。あと、そこのどうしても言えねーところは、たしか、どい～ん！　だったろ？」


    「いじわるっ……」


    　魔王さまはお尻しりをかばって、そう言った。


    　カインは突とつ如じよ始まってしまったガールズ・トークに、どう対応していいのかわからずに……。


    　アサシンさんとリーダーと自分のために、コーヒーとココアとコーヒー牛乳を淹いれるのに忙いそがしいふりをした。


    「あのとき君は体をとりかえてみようかと言ったのだが……。そうか覚おぼえていないのか。残念だ。せっかくその夢を実現する魔法を開発したというのに」


    「なにっ！　なんですと！　そういうことは早く言え！　さっそくやってみよーぜ！　試ためしてみよーぜ！」


    　リーダーは、すっくと立ち上がった。魔王さまも立ち上がった。


    「ええと……」


    　カインは話についていけずに、立ち上がった二人を交こう互ごに見つめた。


    「なんか。魔法の実験でも……、やるんですか？」


    「そうだ！　この私が！　ばいーんで！　だいーんで！　どいーん！　になるのだ！　覇は権けんを握にぎるのだ！　セカイを獲とるのだ！」


    「こんな駄だ肉にく……いや失しつ敬けい。こんな重たいだけの体に、いいことはないと思うのだけど。しかしリサの鍛きたえ上げられた瑞みず々みずしい体になれるのは悪くない。魔族としての欲望が騒さわぐね」


    「よーし！　ばっちこーい！　よーし！」


    「えーと……。じゃあ。リーダーにブラックのコーヒーを入れて、魔王さまにはココアを淹れればいいんでしょうか？」


    　カインにはやっぱりよくわからなかったので、要点だけを訊きいた。そこ大事。


    「最初に言っておくが、この魔法はまだ開発段階なので、その効果は一時的なものであり、効果時間は最大でも一〇分間ほどで──」


    「いいからー！　はやくやろうぜー！　はーやーくー！」


    「うむ」


    　魔王さまが呪じゆ文もんを唱となえる。なにかの粉こなを、ぱらぱらと、自分とリーダーと両方の頭から振りかける。


    「希き少しようなるゲートキーパーの粉ふん末まつだ。これを触しよく媒ばいとして、個人特有の精神渦か動どうを伝でん搬ぱんさせる。──リサ。魔力を発してくれないかな。私とちょうど同じ大きさで」


    「よしきた」


    　二人の体が同じ紫むらさき色いろに包まれる。「魔力」というものが、いま発生しているのかもしれないのだけど。一般人であるカインには、よくわかんない。


    「リーダー。ココア。甘くしときますか。普通にしますか」


    「甘いのでっ」


    　カインはココアを淹いれた。お砂糖は。大盛り三杯。


    「魔王さま。コーヒー入りましたけど」


    「置いといて──」「──くれたまえ」


    「ん？」


    　二人が一緒に返事するので、顔を向けた。


    　魔王さまとリーダーは、いま、まったく同じ表情を浮かべていた。


    　なんか術じゆつ式しきとやらの途中っぽい。いまちょうど、二人の人格とかいうのが、混じっているところみたい。


    　しばらく待つと、二人はべつべつの顔になった。


    「えーと……。ココアのほうは」


    「オレオレ」


    　魔王さまが手を伸ばしてきた。──いや。


    　ええと。中身のほうは、これって、いまリーダーなんだよね？


    「リーダー……ですよね？　魔王さまになっちゃってますよ？　気づいてます？」


    「なにっ!?」


    　魔王さまは自分の顔をぺたぺたと触さわる。体も触る。おっぱいを──触って揉もんで握にぎりつぶして、確かめているところからは、ずびっと顔を背そむけて、紳しん士し的てきに見ないでおいた。


    「うおー！　すげー！　すげー！　ばいーんだ！　ばいーんだ！」


    「わかりましたから。わかりましたから。……それやめてください」


    「どいーん！　どいーん！　どっいぃぃ──ん！」


    　たぶんまだきっとやめてない。こんどはきっと違うところを触って確かめていると思う。


    　だから魔王さまの体のほうは見ないでおいて──リーダーの体のほうに顔を向けた。
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    人格交換魔法②
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    「これが？　……私？」


    　リーダーの体に入った魔王さまは──自分の手や足を見ている。


    「細い！　なんとスレンダーかつ可か憐れんなんだ！　これだこれなんだ！　私の理想の体っ！　ふわふわとかひらひらとか！　これならば似合うぞ！　嗚あ呼あ！　憧あこがれのＡラインワンピース！」


    「アサシンさん。いまなにが起きているのかわかってます？」


    　カインが問いかけると、アサシンさんは、きょとんと小こ首くびを傾かしげた。あまり興きよう味みがないという感じ。


    「ころす？」


    「いや殺さなくていいです。勇者も魔王もいま休業中なのは変わっていませんから。いまちょっとだけボディチェンジしているだけで」


    「ん。おかわり」


    「ああ。はい。コーヒーですね」


    　ブラックのコーヒーをついであげる。カップを傾けて、くぴくぴとやりながら、アサシンさんは魔王さまとリーダーの体を見つめている。


    　なにを考えているのかは、カインには、わからない。


    「ころせる。ころせる。余よ裕ゆうでころせる。でもころさない」


    　アサシンさんは、そうつぶやいた。


    　わかってしまった！　──聞こえなかったふりで済ませよう。


    「すげーすげー！　カラダ！　重ぉぉぉい！　いたたたた！　胸むねが痛いたっ！　走ると痛てえ！」


    「すごいぞ！　体が軽いぞ！」


    　二人はそこらじゅうを走り回っている。入れ替わった肉体を試ためすのに夢中だった。


    　──とか思えば、ぴゅうと戻ってきた。


    「すげえ！　カインが小さく見える！」


    　カインは立ち上がらせられた。背比べをさせられた。


    「こんなちぇちぇーのー！　カイン！　おまー！　なにちっちゃくなってんだよー！　ばかもーん！　こんなにカワイくなっちゃいやがってー！」


    　長身の美人から、ぎゅううと、抱きしめられる。顔が埋うまって息ができなくなって、窒ちつ息そくしかけて、ようやく放してもらえる。


    「すごい！　カイン君が大きく見える」


    　こんどはちっちゃいほうが、ぎゅーっとしがみついてきた。


    「あはははは！　カイン君がっ、カイン君がっ、大きい！　大きいぞ！　子供の頃になくしてしまったテディ・ベアのぬいぐるみぐらいある！」


    　もうしっちゃかめっちゃかだった。


    「アサシンさん。助けてください」


    「ころす？」


    「いや殺す以外の方法で。なんとかひとつ」


    　アサシンさんは、とことこと歩いてきた。そして、ぴゅっぴゅっ──と、手しゆ刀とうを二つ。


    　魔王さまの体に入ったリーダーと、リーダーの体に入った魔王さまと──二人は、首くび筋すじを打たれて、かくんと意識を失った。


    
      ＊

    


    「この人じん格かく交こう換かん魔法には、まだまだ改良の余地があるようだね。どうもなにかの副作用で、ハイになってしまっていたようだ」


    　意識を取り戻して、元の体に戻った魔王さまは、そう言った。


    「願望が叶かなってハイになっていたように見えましたけど」


    「……おほんっ！」


    「はい。副作用でしたね」


    　カインは訂てい正せいした。魔王さまの言うとおりだった。


    「あ……、あっ、あっ……」


    　そしてカインは、もう一人の──なんかショックに打たれて震ふるえているリーダーのほうにも、顔を向ける。


    「オ、オレ……、な、なんつー……。恥はずか……。お、おっぱい……」


    「リーダー？　リーダー？　──だいじょうぶですか？」


    「カインに抱きつかれたっ！　お、おっぱ──いやっ、む、むねに……カオがっ！」


    「いえあれはリーダーが自分から──」


    「おまえがっ！　おまえがっ！　おまえがっ！」


    「はい。僕のせいでしたね」


    　カインは訂正した。リーダーの言うとおりだ。


    　ふうと、カインは大きくため息をついた。それから二人を交こう互ごに正面から見て──。


    「いいですか。魔王さま？　人格交換魔法は、しばらく禁止ですからね」


    「しかし──」


    「しかしもなにもありません。少なくとも、ダンジョンの中にいるあいだはだめです。いいですか？　約束しましたよ？　──破やぶったらごはん抜き」


    「い、いや──それだけはっ！」


    　あの危険な魔法は、しばらく禁止となった。
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    しっぽ
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    　いつものダンジョン。いつもの最さい下か層そう。


    　夕食に相当する食事も終わって、カインはたき火のまわりで片付けをやっていた。


    「すいませんねー……。もうすぐで片付け終わりますから」


    　カインは魔王さまにそう言った。


    　さっきまではリーダーがいてくれた。リーダーが食後の運動に出て行って、その入れ替わりとなって、いまそこにいてくれているのは魔王さまだ。ダンジョンの中にいるとき、誰かが必ずカインの近くにいてくれる。守ってくれている。


    「うん。べつに急がなくてもいいんだよ。私もこの本を読むのに時間がかかりそうだから」


    　そう言って、魔王さまはゆっくりと本を読む。


    「はい。ありがとうございます」


    　カインは知っていた。彼女が、じつは物もの凄すごい速度で本を読むことができることを──。


    　カインが焦あせらないように、わざとゆっくり読んでくれているのだ。


    　道具をだいたい片付け終わったところで──。


    　カインはふと、地面の上に落ちている物体に気がついた。なにか黒くて平たいハート型をしたものが、魔王さまの近くに──砂の上に落ちている。


    　あんな道具あったっけ？　と思いつつ、とりあえず拾ひろおうと手を伸ばすと──。


    「ひゃん！」


    　魔王さまがすごく可愛かわいい声をあげる。と、同時に、黒いハート型をした物体は、しゅるしゅると魔王さまのマントの内側に引き込まれていった。


    「え？　あれ？　……なんですか？　いまの？」


    　魔王さまは、うー、と唸うなり声をあげながら、涙目をカインを向けてきた。


    「お、驚いたじゃないかっ！　──き、急にしっぽを触さわってくるからっ！」


    「え？　しっぽ？　しっぽって……尻しつ尾ぽ？」


    　ちょっと意味がわからない。


    「ほら……。これだよ」


    　魔王さまマントの端はしから、ぴょろっと──さっき見たハート型の物体が再び現れる。それは挨あい拶さつでもするかのように、ぴょこぴょこと上下に首を振った。


    「え？　え？　え？　魔王さまって、しっぽあったんですかっ!?」


    　これまでそんなの見たことない。魔王さまは、角つのがあって、ちょっとエッチな服──げふんげふん、肉体美を強調する服装をしているほかは、普通の女のひとだった。


    「伸しん縮しゆくはわりと自在にできるんだ。今日はたまたま隠かくし忘れていただけで……」


    　しっぽがもじもじと動いている。カインの目は釘くぎ付づけとなってしまった。


    「うわー。うわー。うわー」


    「さ、さわってみる？」


    　魔王さまはそう言ってきた。


    「え？　いいんですか？　それじゃあ──」


    　一瞬、うなずきかけたカインではあったが──はっと、正しよう気きに返る。


    「やっぱり……。やめときます」


    「そうか」


    　魔王さまはうなずいた。やや寂さびしそうに。


    「……気味悪がらせてしまったかな。いや……、すまなかったね」


    　魔王さまは笑った。あれっ？　哀かなしそうに……笑った？


    「いえいえいえいえ！　ちがいますちがいます！　そうじゃなくて！　僕のほうの理由なんです！　そんなところ触さわるのは恐おそれおおいっていいますか！　神聖なんじゃないんですかっ！」


    「私は魔族だから、神なるものとも、聖なるものとも、どっちにも縁えんはないけど？」


    「えっと。じゃあっ。あのそのっ。いいのでしたら……、触らせてください……」


    　うつむいて、まずそう言い──。それからカインは顔を持ち上げた。──言い直す。


    「いえっ！　……触りますよ？」


    「いいって言ったよ？　うん。きたまえ」


    　魔王さまの元へ、膝ひざでにじって近づいていって──。地面のうえで、ぴょこぴょこ揺ゆれて待っている尻しつ尾ぽの先せん端たんを──。


    「えいっ」


    「あ……。う、うんっ……」


    　しっぽをつかまえたら、魔王さまが声をあげた。


    「あっ。……すいませんっ。強かったですか？」


    「いやその……っ、べつにそういうわけではないんだが……。そ、そうだね……できればもうすこし優しくしてもらえると……、よ、よいような、かんじかな……っ」


    　魔王さまは身をよじっている。くすぐったいのかもしれない。


    「あ……。えっと……。やめます？」


    「い、いや、べつにかまわない」


    　魔王さまのそこは、体温のある革かわみたいな感じで……。手触りが面おも白しろかった。


    　にぎにぎとやった。ぎゅっぎゅっとやった。触りまくった。


    「う……。む……っ。し、しかし、これは……、自分で触るのと違ってなんでこんなっ……」


    　くすぐったがっている魔王さまには悪いと思ったのだが、どうにもその感かん触しよくからは手を離すことができず……。だいぶ長いこと触りつづけていた。
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    人気投票
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    　いつもの昼下がり。いつもの酒場。


    「えー。それでは集計結果を発表します」


    「なんだ突然？」


    「ぜんぜん突然じゃないですよ。さっきから話していたのに、リーダーが聞いていなかっただけじゃないですか。食べるのに夢中で」


    「そうか？　あ──おーい！　エルーっ！　肉追加ー！　追加ー！　焼き加か減げんは、激レアでー！　ざっとあぶっただけでいいからー！　血が滴したたっているようなやつ頼むー！　ていうか、むしろ滴れー！」


    「注文終わりましたか？　話を続けていいですか？」


    　カインは紙を目の前に持ってきた。読みあげてゆく。


    「魔王さま、四四票でした」


    「いやいや。ありがたいものだね」


    「アサシンさん、五一票」


    「ん。」


    「──トップですよ。アサシンさん」


    　あんまり感かん慨がいを表さないアサシンさんに、カインはそう言った。


    「すごい？」


    「すごいですよ。大人気です」


    「うん。アサシンは……。すごい」


    　あいかわらず無表情で言ってくる。ちょっと嬉うれしそうな雰ふん囲い気きもあるけど、それはただ単にカインが褒ほめているから──という気がしないでもない。


    「ちょっとちょっとちょっと！　ちょっと待てっつーのっ!!」


    「なんですかリーダー？」


    「だからなんなのよ！　それ！　おま──ぜんっぜんっ、言ってないだろ！　そこんとこ！　なんなのかっ!?　投票なの!?　なんで！　なんでオレら投票されちゃってるのッ!?」


    「さっき説明したのにリーダーが聞いてないだけじゃないですか」


    「してねーよ！　オレ聞いてねーよ！」


    「リーダー、リーダー……、うんっ！　ううんっ！」


    　カインはわざとらしく咳せき払ばらいをした。リーダーが「オレ」と口走ったときのこれは、カインに与えられた聖なる任にん務むであった。


    「あ、あ、あ──わたしっ！　いいんだろこれでっ！」


    　リーダーが真っ赤になりながらも「わたし」と叫さけぶと、店内にいた他のお客さんたち──おもにおじさんたちが、ほわぁ～っと、幸せそうな顔になった。


    　あの人たちなのかな。リーダーに票入れたの。──と、カインは、そう納なつ得とくした。


    「だからなんの票なんだよ！」


    「リーダーもわりと人気みたいですよ。──リーダーは、三三票です」


    「三三票ってなにっ!?　あとなんか微び妙みように、それ三位になってる気がするんだけどっ!?」


    「はい。確かに。アサシンさんがトップで、魔王さまが二位で、リーダーは三位ですね」


    「だからなんなのその順位っ!?」


    「それですよ、それ──」


    　リーダーの背はい後ごを、カインは顎あごで示した。


    　そこには壁かべがあり戸と棚だながあった。壁にピンで留められた何枚かの〝フォトグラフ〟が飾かざられている。絵のように見えるが、絵ではない。魔王さまの発明品で、現実の映像を紙の上に固定するという道具だ。それで撮さつ影えいしたものには「フォトグラフ」という名前がつけられていた。


    　何枚かのフォトグラフがあった。皆の姿が写されている。


    　リーダーが大きく口を開あけて、分ぶ厚あついお肉にかぶりつこうとしている一枚。コーヒーの香りを愉たのしむ魔王さま。食事する瞬間のアサシンさん──の姿は、さすがのフォトグラフの性能を持ってしても、ブレてしまって、よく写っていない。あとエルマリアがスカートひらひらさせてアブナイところだとか。なんでか、カイン自身のフォトグラフもあった。


    　それらのフォトグラフの下には、お皿が置かれている。そこに、なにかの骨──たぶん鶏にわとりの手羽先を食べたあとの骨──が、何本も「お供そなえ」されているのだった。


    「骨の一本を一票と数えます。皆さんからの人気投票とみなしまして、それの順位です」


    　カインは言った。骨を「お供え」しているのは、この「腹ぺこ赤せき竜りゆう亭てい」の常連客の人たちだ。その意い図とをカインは正確に汲くみ取っただけだ。


    「なんで人気投票しなきゃならねーんだよ!?　順位決めねーとならねーんだ!!」


    「僕たちＧグツドＥイーターの振しん興こうのためです」


    「振興ってなにっ!?」


    「僕らＧＥは、街の人たちのお世話になっていますよね。いろいろ便べん宜ぎも図はかってもらっていますし。いろいろ迷めい惑わくだってかけてますよね？　今日だって何時間もお店のテーブルを占せん領りようしています。ここのテーブルだって、皆さんが気を遣つかってくれて、この時間は僕ら専用に空あけておいてくれてるんですよ。リーダー気づいていなかったんですか？　よって僕らは、自分たちがどんなことをやっているのか、説明する義務と責任とがあるわけです。これらはその一いつ環かんです」


    「カ、カインがまともなことゆったー!?　なんかキリッとした顔で──オレ説教されてる!?」


    「ちなみに。僕は二三票でした。あとエルマリアが、なぜか一一票でして」


    　そこだけがカインにもわからないところだった。彼女はべつにＧＥじゃないはずなんだけど。
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    きっさてん
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    「おや？　カイン。おまー。なにしてんのー？」


    　とある昼下がり。リーダーの声がカインに投げかけられる。


    　いつもの赤せき竜りゆう亭ていで、いつものテーブルをちょっと借りて、カインは作業に集中していた。


    「見ての通り。コーヒー淹いれてます」


    「なんでコーヒーなんて、いれてんのー？」


    「しっ。だまって」


    　カインは短く言った。コーヒーの抽ちゆう出しゆつに全神経を注そそぐ。


    　魔王さまの発明品の「時計」を見ながら、時間を計はかる。


    　これ。この時計。魔王さまは「腕時計」と言うのだけど。腕わん力りよくが鍛きたえられるぐらい重たくて、ちょっと実用的じゃない。ぜんぜん「腕時計」じゃない。それに精度のほうにも、ちょっと問題ありだ。二十四時間につき、一時間ずつ遅れていくのだ。もともとダンジョンの中で生活時間がズレないようにと発明された品物だが、これだと、実際、時計なしでいるのと変わらない。


    　でもこういうときには便利だ。一時間を六十等分した「分」だとか、さらに六十等分した「秒」なども、それなりに正確に計ることができる。


    「蒸むらしは三十秒……。さて。二投目開始っ」


    　真ま面じ目めな顔で時計を見つつ、お湯を注ぎはじめる。ここがいちばん気を遣つかう。


    　つづく三投目と四投目は、もうだいぶ気を抜くことができる。二投目がうまくいけば、成功したも同然──とは、これはマスターの弁べんである。


    「終わりました……。なんですか？　リーダー……？」


    　ようやく作業が終わったので、リーダーのほうに顔を向けると──。


    「うわっ──ちょっ!?　リーダーなに泣いてるんですかっ!?」


    　リーダーは涙目となっていた。目にいっぱい溜たまった涙が、いまにも決けつ壊かいして溢あふれ出しそう。


    「僕──っ!?　なにかしちゃいましたかっ!?」


    「だ、だって……。おま……、だまってろ……、って……。こわいカオで……。カ、カインのくせに……、お、オレ……、いらないって言われて……、び、びっくりして……」


    　ひっく、ひっく、とリーダーは泣いている。


    「ちがいますちがいます。いらないなんて言ってません。だまって──のほうは、それは言ったかもしれないですけど、それはいま手が離せないってそういう意味でっ──!!」


    　ハンカチを持って駆かけつける。涙の粒つぶを拭ふきにかかった。


    「びっくり……したんだよ？　したよ？　オレがいるのに……、ぜんぜん、こっち見ねえし、オレ、いないみたいに扱あつかうし……」


    「すいませんすいません。僕がぜんぶ悪いんです。はい。ほらっ。リーダー。これ飲んで……」


    　淹いれ立てのコーヒーのカップを渡す。小さくうなずいて、一口、飲んだリーダーは──。


    「に……にがーっ!?」


    　あっ。そうだった。リーダーはコーヒー苦にがくてだめな人。甘いココアでないとだめな人。


    「すいませんすいません。色々とすいません。すぐココア入れますから」


    「いい……。お砂糖……たくさん、いれてくれたら……、これ飲む」


    「無理しなくていいんですよ」


    「いいよ。おまえが、いれてたやつだし……、わたし、のむし」


    　お砂糖をたっぷりと入れて、ミルクもたっぷり入れて、リーダーがカップを両手で抱かかえこんで、ゆっくりと飲んでゆくところを、じっくりと見守る。


    「なんか……。うまいぞ？」


    「えっ？　ほんとですか？　そうですか？　やったぁ。練習した甲か斐いがありました」


    「なんで練習してたんだよ？」


    　だんだんとリーダーは、いつもの調子に戻ってくる。


    「お店を開ひらこうと思いまして。それでマスターに教わっていたんですよ」


    　コーヒーの淹れかたをマスターに伝えたのはカインなのだが。相手はさすが料理のプロ。あっというまに身に付けてしまった。そしてさらなる研究を重ねて、ものすごい高みに到達してしまっていた。もはやカインはマスターに弟で子し入りして、教えを授さずかる立場であった。


    　マスター直じき伝でんの抽ちゆう出しゆつ法ほうで淹れたのが、さっきのコーヒーだった。


    「そっかぁ。おいしかったですかぁ。リーダーが飲んでくれたの、嬉うれしいなぁ……。これでお店が開けるなー。……って？　あれれ？　なんでまた泣いてるんですか？　リーダー？」


    　さっき拭ふいてあげたのに、リーダーの目には、また涙がいっぱい溜たまっていて……。


    「おま……、ＧグツドＥイーター……、やめちゃうの？」


    「え？　なんでそんな話になるんですか？」


    「だっておま……、いま、お店……出すって……、やめちゃうって……」


    「えーっ!?　ちがうちがう。ちがいます！　そんなこと全然ないです！」


    　ＧＥといえども、いつもいつもダンジョンにこもっているわけではない。むしろ冒険していない日のほうが多いくらいで──。そういうときに、だるーっとしているのもなんだから、屋や台たいのお店でも出して働こうかと思ったのだ。それでコーヒーの修しゆ業ぎようをしていたわけだ。


    「街にいるときだけ。午後三時から五時まで、ちょっとだけお店出すっていう話ですよ。ＧＥはやめません。やめるはずないじゃないですか。絶対にやめませんから、安心してください」


    　そう説明すると、リーダーは──。


    「そっかぁ」


    　にぱっと、笑顔にかわった。
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    カーニバル①
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    「なんか街がさわがしくね？」


    　いつもの街中。いつもの大通り。


    　冒険から帰ってきて、街の大通りを歩いていたとき──。リーダーがきょろきょろと周囲を見ながら、そう言った。


    「ああ。そんな時期でしたか」


    「なんだよ？　なんなんだよ？　知っているんなら教えろよ？　それはクイズかなにかなのか？　それとも私に対する嫌いやがらせか？　教えろよはやく！　おーしーえーてーよー！」


    　べつに焦あせらせるつもりも、間まを持たせるつもりも、もったいをつけるつもりも、ぜんぜんなかったんだけど──。


    　魔王さまがおかしそうに、くすくすと笑っている。アサシンさんの帰き還かんをめざとく見つけて、お猫ねこ様──「じゃがまる」が走ってきて、飛びかかった。いつもの定位置であるアサシンさんの頭の上で、だるーっと長くなる。


    　皆が立ち止まっているので、カインはリーダーにじっくり説明をはじめた。


    「もうすぐ、この街、カーニバルなんですよ」


    　カインがこの街に住み着いたのは最近だが、それまでも近くの村に住んでいるので知っている。何度かカーニバルを訪おとずれたこともある。


    「かーにばる？　かーにばる……って、なにそれ？　おいしいもん？」


    「ええ。まあ。おいしいかもですねー。この通りにも、両側にいっぱい出で店みせが並びますよ。食べ物屋さんの屋や台たいが半分で、残りは──」


    「残りはなんだっ！」


    「色々ですよ」


    「色々じゃわからん！　オレ！　勇者やってたとき！　横目に眺ながめて通りすぎるだけだったから、わかんねーんだよー！　言えよー！　教えろよ！　教えないと泣くぞっ！」


    「泣かないでください。えーと……、えーと……」


    　じつはカインもカーニバルのオーソリティーというわけでもない。カインの村は貧びん乏ぼうで、幼おさな馴な染じみ一同で、村長の引いん率そつつきで遊びに来たことがあったのだけど、そのときには眺めて過ぎるばかりで……。少ないお小遣いは一いつ点てん張ばりするしかなく……。だからあんまり詳くわしくないのだ。


    「本とか？」


    　一つ思いだして、カインはそう言った。そういえば魔法屋の子は、本に一点張りしてたっけ。


    「なに？　本もあるのかい？　それは興きよう味みが湧わくなぁ」


    　魔王さまが興味を持った。


    「そうそう。ペット釣つったり、射しや的てきで景けい品ひん貰もらうゲームのお店もありましたっけ」


    　猟りよう師しの子は、ものすごく上じよう手ずで、お店を営業中止にまで追いこんでいた。


    「ねこ？」


    　アサシンさんも釣れた。


    「猫ねこならもういるじゃないですか。猫とかそういう大きなのじゃなくて……。カメとかザリガニとか、赤いフナとか、そういうのでした」


    「なんかつまんなそうだなー。それ食くえんのか？　だいたい狩りならリアルでやればいーじゃん。こんどドラゴン釣ってみようぜー」


    　リーダーは本にもペットにも射的にも興きよう味みはなさそうだった。


    　さてリーダーは、なんであれば釣れるだろう？


    　顎あごに手をあてて、いかにも考えてます、というポーズを取って、カインは熟じゆつ考こうした。リーダーに対してカーニバルをプレゼンしなければ。それにはどういう切り口が適切だろう？


    「カーニバルのあいだは、夜になると、花火があがるんですよ」


    「花火とな！」


    　ん？　あたりがきた？　リーダー、釣れた？


    「ええそうです。どーん。ぱーん。って、空に咲く光の大きなお花です」


    「知ってる知ってる！　みたみたみた！　通りすぎた！」


    　勇者はいつでも通りすぎるだけなんですね……。


    　ほろり──としながらも、カインはもっともっと、カーニバルの魅力について語った。


    「乗り物もあります。音楽が鳴って光りながら、木もく馬ばが何匹も、くるくる回転しています。その木馬には実際に乗れたりします」


    「う、うおーっ！」


    「あ。そうだ。衣装屋さんもありますよ」


    　服に一いつ点てん張ばりしていた子もいたっけ。薬草摘みの子。


    「ふ、服は……いいよぅ。オレ。どうせ似合わねーし……。あと持ってたってしょーがねーし」


    　リーダーはもじもじしながら、そう言った。嫌いやがっているのではない、と、そう見抜けるくらいの知ち恵えは、カインも持ちあわせている。


    「買わないんです。レンタルなんです。カーニバルのあいだだけ借りるんです。おまつりのあいだだけ。一年間頑張った人のための、自分へのご褒ほう美びとか、そういう感じで、みんなおしゃれ着を着るんです」


    「そっか。自分ごほーびなのか……。じゃあ、まあ、いいのか──いいや。よくない」


    　あらら。だめだった。


    「でもまあ。カーニバルは楽しみだなっ。……服のほうは。まあ。気が向いたら、着てやんよ」


    　カーニバルまでは、あと数日だ。

  


  [image: ]


  
    カーニバル②

    


    [image: ]


    



    　こんこんこん、と規則正しいノックが三回。


    「カイン君。カイン君。準備はできたかな？」


    「あ。はーい！　ちょっと待ってくださーい！」


    　今日はカーニバルの日。ドアの向こうから聞こえてきた声に、カインはそう返事した。


    　にぎやかな音は部屋の中にも聞こえてきていて、いつもよりすこし早く目め覚ざめたカインは、きっと皆が迎えにくるだろうと思って、身み支じ度たくを調ととのえていた。


    　──が、それが終わらないうちに、魔王さまのノックを受けたというわけだった。


    　正せい装そうというわけでもないのだけど、なるべくいい服を選び、首にはスカーフを巻きつける。ここのところだけ、ちょっとだけ、正装っぽい。


    　えっへん。鏡かがみの前で、一人で胸むねを張ってみたりする。


    「カイン君」


    「ああ。すみませんすみません。終わりました」


    　ドアを開あけた。魔王さまの笑顔が、ドアの向こうにあった。


    「すまないね。催さい促そくしたつもりはないのだけど。こんなに胸が躍おどるということは、私も楽しみにしていたということなのかな？」


    　魔王さまは、すらりとした長身を紫むらさき色いろのマントに包んでいる。街中を歩くときの彼女は、マントの前をぴったりと閉とじあわせ、フードも目ま深ぶかにかぶる。魔界の人には肉体を誇こ示じする文化があり、魔王さまもそのせいか露ろ出しゆつ度どの高い服装を着ている。その格かつ好こうで街中を歩いていると、ちょっと──というか、だいぶ目立つ。頭から生はえている大きな角つののほうは、もっと目立つ。


    「もう僕は出られますよ。──あれ？　リーダーとアサシンさんは？」


    「あとから来るって」


    「そうですか」


    　カインは魔王さまについて部屋を出た。


    「先に回っていますか？　赤せき竜りゆう亭ていあたりで皆を待ちますか？」


    　道の片方はカーニバルのある広場の方面。もう片方はいつもの赤竜亭への方向。分かれ道にきたところで、魔王さまに訊きいた。


    「もちろん、先に回っていよう」


    「もちろん？」


    「いいや。なんでもない。こちらのことだよ」


    　迷わずに即そく答とうしたので、訊き返してみたわけだが……。はぐらかされてしまった。


    　カインは魔王さまと二人でカーニバルのほうに足を向けた。


    「おお。まさかこんなところで見つけるなんて。ルイス・マキャベリ著ちよの『[image: ]造と解体』。おお。あちらにあるのは『混こん沌とんよりナノ樹出でり』じゃないか。いつ禁きん書しよ指定を解かい除じよされたんだ」


    　まず最初に訪おとずれたのは古本市だった。小さいとはいえ王おう城じようもあるような街だから、カーニバルでやってくる巡じゆん回かい馬ば車しや書店の数も多い。


    　魔王さまは次々と叫さけびながら、本に飛びついて回っていた。本人にはぜんぜん叫んでいる自覚はないのだろうけど。魔王さまが口にする用語も、タイトルの意味も、どんな本であるのかさえ、はっきり言ってカインにはまったくわからなかったが……。まあ楽しんでくれているということはわかる。


    　カインはカインで、違うところに置かれた本を物ぶつ色しよくしていた。


    　ひとつは料理に関する本。料理人を目指すつもりはまったくないのだが、ＧグツドＥイーターの料理番をやっている以上、新しい調理法を研究して、開かい拓たくしていかねばならないわけで。


    　へー。モンスター料理の専門書なんてあるんだー。うわっ。これすごく参考になる……。


    　……はっ!?　読み耽ふけってしまった。


    　魔王さまのほうをちらりと見て、あちらも読み耽っているのを確認してから、もうひとつの本を探さがしにいった。


    　リーダーとアサシンさんにおねだりされる「寝ね物もの語がたり」なんだけど。そろそろストックが尽つきそうなので、なにか仕入れておかないと……。ふむふむ。へー。こんな話あるんだー。


    　……はっ!?　読み耽ってしまった。


    「魔王さま。魔王さま。……リーダーたちって、まだですかね？」


    「……はっ！　しまった！　私としたことがっ」


    　魔王さまは我われに返った。そしてすぐに言ってきた。


    「──ああうん。そうだね。きっと準備に時間がかかっているのだろうね」


    「準備？　なんの？」


    「さて。本にも興きよう味みはあるけれど、今日はカーニバルを見て回る約束だったね。まだ五パーセントも見ていないことになる。いろいろ見て回らないと、これは、損そんをしてしまいそうだ」


    「そうですね」


    　カインはうなずいた。最初に古本市で引っかかってしまったから、だいたいそんな割合だ。


    　しかし、さっきから質問をはぐらかされているような……？　気のせいかもしれないけど。


    「さあ行こう。カーニバルは私ははじめてだからね。君にエスコートしてもらわないと、迷まい子ごになってしまう蓋がい然ぜん性せいは高いと言わざるを得えない」


    　魔王さまの腕が、すっと自然な仕し草ぐさで絡からんでくる。


    「えっ？　あのちょっ……」


    　女のひとの柔やわらかな腕の感かん触しよくに、カインはちょっと慌あわてた。しかし平然としている魔王さまに、そんなに慌てることもないのだろうかと考え直した。
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    「ねーねー。魔王さま、魔王さまー。あれ、おもしろいですよー。すごいですよー」


    　腕を引っぱって呼ぶ。──でも魔王さまは無む言ごん。


    「ねーねー。魔王さまー」


    　もういちど腕を引っぱった。


    　おもしろいのだ。広場で芸を披ひ露ろうしている人たちが。すごいのだ。口から火を噴ふいている。短剣を何十本も投げあげてジャグリングしている。よく手が絡からまらないなー。すごいなー。


    「ねーねー。魔王さまってばー」


    　組んだままの腕を揺ゆすり立てて、もういっぺん、呼んでみた。


    　腕を組んで歩くことに最初は戸と惑まどっていたカインだったが、魔王さまとあちこち見て歩いているうちに、だんだんと慣なれてきた。紳しん士しの心こころ構がまえでいればよいのだ。そう。人よ。紳士たれ。


    　魔王さまはずっと無言だった。


    　それになんだか、腕にあたる感かん触しよくが……違う？　顔を向けて隣となりを見てみると、なんと──!?


    「ええっ!?　アサシンさん!?」


    「そう。〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンの。ターン。はじまってるよ？」


    「えっえっ？　ちょ──！　魔王さまどこ行ったですか!?　てゆうかなんで腕──!?　えっえっ!?　ええーっ！　いったいいつ入れ替わってたんですかーっ!?」


    「さっき」


    「さっきって、いつー!?」


    「カイン。うるさい。……ころす？」


    「ころさないでください～」


    　カインはようやく落ち着きを取り戻した。


    　あー、もー、びっくりしたー!!　まだ胸むねがドキドキしている。心臓がバクバクしている。


    「おわったよ」


    　アサシンさんに腕を揺すられて気がついた。芸をやっていた人たちがいなくなっている。


    　かわりに帽ぼう子しを裏返しに持った小さな女の子が、見物していた人たちのあいだを回っている。


    「あっ。えっと」


    　カインはポケットで小こ銭ぜにを探さがした。左腕はアサシンさんにしっかりとらまってしまっているので、右のポケットだけを探さぐった。


    　たまたま見つかったのは、一〇〇Ｇゴールドのコインで──それをカインは帽子の中へと入れた。


    　女の子ははじめ、びっくりしたように目を丸くして──。それから、ぺこっと勢いきおいよく頭を下げた。


    　たしかにちょっと多かったかも？　赤せき竜りゆう亭ていのランチだと二十食分ぐらいになる金きん額がくだ。


    　他の人たちが入れているのは、たいてい一Ｇゴールドのコインだ。たまに多い人でも、五Ｇ程度。


    　まわりの人たちから、なぜだか拍はく手しゆされた。それがひどく恥はずかしくて、カインはアサシンさんを引っぱるように、広場をあとにした。


    「あー。あせったー」


    　路地に入って、アサシンさんと二人きりになってから、カインはそう声をあげた。ここまで息も止めて逃げてきた。


    　あの拍手って、褒ほめられちゃっていたのだろうか？　たぶんそう。


    　でもそうだとすると、ひどく気恥ずかしい。自分で稼かせいだお金ではないからだった。


    　もとはＧグツドＥイーターの冒険の〝副産物〟として得えた素材などを持ち帰って売ったお金だった。皆とカインの分配率は、３：３：３：１となっている。もちろんカインは１である。ほんの十分の一でも凄すごい金額で……。カインはいまけっこうな貯金額があった。


    「あ。じゃがまる」


    　アサシンさんが足を止めた。腕を引かれてカインも立ち止まった。


    　カインは残念ながらネコセンサーを持っていない。彼がすぐ近くまでやってきて、「にゃあ」と鳴き声をあげるまで、どこにいるのか最後までわからなかった。三角形にお座りした彼は、しっぽでぴしぴしと石いし畳だたみを叩たたきつつ、なにか期待する目をアサシンさんに向けていた。


    「きょうは。だめ」


    　アサシンさんは手で遮さえぎって「だめ」の合図。


    　まさか言葉で伝わったわけではなくて、手の仕し草ぐさのほうで伝わったはずだけど──。お猫ねこ様はアサシンさんの頭に乗ることを諦あきらめて、「にゃあ」と一声鳴くと、歩いていってしまう。


    　ちょっと煤すすけた感じのその背中に、哀あい愁しゆうが漂ただよっている。


    「じゃがまる」


    　アサシンさんが呼び止めて、ひょいと投げあげたのは──鶏にわとりのからあげ。


    　お猫様は、ひょいと器用に空中でキャッチした。しっぽをぶんぶんと振って、こんどは元気に走り去っていった。


    「……カイン。いま二人きりになったよ？」


    「え？」


    　急に変なことを言われて、カインは目をぱちくりとさせた。


    　しばらくして──。


    「ああ。はい。わかってますよ。ナミさん」


    　二人きりのときには本当の名前のほうで呼ばないとならないのだ。それが二人のルールだ。


    「ん。」


    　アサシンさんは、満足そうに目を細めた。
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    「うおおおりゃあああ──っ!!」


    　リーダーが大声を張りあげる。


    　テーブルを間に挟はさんで、リーダーと腕を組みあっていた大男は──くるんと体ごと回転した。


    「よっしゃー!!　おまえ負けなー!!　オレ勝ったよなー！　じゃあ一Ｇゴールドだなー！」


    「お嬢じようちゃん……。つええな」


    　大男のほうはまだ尻しり餅もちをついたまま。自分が負けたことが信じられないという顔で、リーダーのことを見上げている。


    「お嬢ちゃんゆーなー！　……ま。おまえもけっこう強かったぜ！　今日の対戦相手のなかじゃ、三番目ぐらいだったな！」


    　リーダーは大男に片手を差し出した。手を握にぎられると、ひょいと自分よりも何倍も体の大きな相手を、軽々と助け起こす。


    「またこいよー！」


    　リーダーは対戦相手を見送っている。ぶんぶんと手をちぎれるほどに振りたくる。


    　その手には、しっかり一Ｇが握りしめられていた。


    「よ！　カイン！　遅かったな！」


    「遅かったな、じゃないですよ……。なにやってるんですか？　リーダー？」


    「これか？　オレもお店開ひらいてた！」


    「お店ですか……」


    　上を見ると、広場の木の枝から布ぬのが下がっていて、そこには、子供っぽい字で──「うでずもう。しょうぶ。いっかい一Ｇ。かてたらいちまんごーるど」と書いてあった。


    「負けてたら一万Ｇですか……。無茶ですよ」


    「負けるわけねーじゃん。オレに力で勝てるの、光の側がわじゃグレンドル大だい将しよう軍ぐんくらいなもんだし。暗黒側だってガリュードス大将軍ぐらいだし」


    　そうだった。リーダーは元勇者だった。ほとんど最強生物だ。でもそれってイカサマに近いのでは？　絶対勝てるはずがない。


    「ほうらこんなに溜たまったぜー！」


    　リーダーが小こ銭ぜにのいっぱい入ったびんを得意げに見せびらかす。


    「いっぱい入ってますねー」


    　子供の貯金箱を見せられた気分で、カインは温かくうなずいた。


    　いつもＧグツドＥイーターの冒険のあとには、その千倍も万倍もの額がくのお金が手に入っているんだけど……。リーダーはお金のことにまるでタッチしていないから、きっと知らないんだろうなぁ。


    「──つぎオレの番でいいんだろ？　だろ？　アサシン？」


    「ん。」


    　アサシンさんは小さくうなずくと、すっと離れていった。


    　ずっと体の横にあった体温が離れてゆくと、急にそこが寂さびしくなった。


    　──が、それも束つかの間まのこと。リーダーがすっとその場所に滑すべりこんできて、また体の横に人の体温を感じるようになった。


    「アサシン。わりーけど。それ片付けておいてくれなー！」


    「ん。〇ゼロ〇ゼロ七ナナ三サンも……。お店。ひらいても。よい？」


    「いーけど安全なやつにしろよー。ころすとかころされるのとか、なしでひとつー」


    　アサシンさんに手を振って、リーダーと二人で歩きはじめる。


    　広場から出て、アサシンさんの姿が見えなくなってから、カインはリーダーに訊きいてみた。


    「でもなんで一人ずつなんですか？　みんなで一緒に回ったほうが……？」


    　絶対。そのほうが楽しいのに。


    「ばか。それじゃだめだろ」


    「なにがだめなんですか？」


    「ヒミツだ」


    　ヒミツにされてしまった。


    「しみつだ」


    　しみつとなった。ヒミツよりもシークレット・レベルが引き上げられた。


    「おしえてやんねー」


    　念ねんを押された。これは相当のトップ・シークレットであるらしい。


    「オレ、今日はいっぱい稼かせいだからさ。おごってやんよ。なんでも好きなもん食くっていいぞ」


    　本当になんでも食べたら、あのお金は、すぐになくなっちゃって、リーダーは涙目になってしまいそうだったから……。カインは頭のなかで組み立てを行おこなった。ローコストかつ、リーダーが最も喜びそうな食べ物やお店の組み合わせを考える。


    　予算内で「幸福値」が最大となるベストの組み合わせは──？


    「あと。リーダー。一つお願いしてもいいですか？」


    「なんだよ？　なんでも言えよ。オレは今日は機き嫌げんがいいぞー。すっごくいいぞー」


    「今日は僕。〝オレ〟じゃなくて〝わたし〟っていうほうを聞きたいです」


    　リーダーがうっかり〝オレ〟と言ってしまったときに正ただすのは、リーダー自身から仰おおせつかった、カインの正当なる役目である。最近はスルーしてしまうことも多かったが、今日だけは、しっかりとその役を果たそう。


    「わ、わ、わ……わたしっ！　こ、これでいいんだろぉ!!」


    　リーダーの顔は、真っ赤だった。
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    　リーダーと腕を組んでカーニバルを見て回った。


    「銀ぎんの聖印ホーリーシンボルは一〇〇Ｇゴールドでぇす。金きんの聖印は五〇〇〇Ｇでぇす。銅の聖印は一Ｇですが売り切れでぇす。ただいま経きよう典てんとセットですと二〇パーセント引きとなってまーす」


    　聞き慣なれた声が聞こえてきたので、そっちに行ってみると──。


    　教会の前でエルマリアが売り子をやっていた。


    「あっ。カインさん。リーダー。──いらっしゃーい！」


    「やあどうも」


    「きてやったぞ」


    　リーダーが組んだ腕を放さないので、そのまま彼女の前に出る。カインは気になっていたが、リーダーはまったく気にしていないようだった。そしてエルマリアも気にしないようである。ニコニコ笑顔を浮かべながら──。


    「一緒にカーニバル見物ですかー。いいですねー。らぶらぶですねー♡」


    「ばっ、ばかっ！　そんなんじゃねぇよ！」


    　リーダーがぱっと腕を放した。ずっと感じていた、ちっちゃい体温が急になくなって、寂さびしくなった。リーダーは特に皆より体温が高くて、ぽかぽかと、あたたかかったのだが。


    　離れたあと、リーダーはしばらく変な踊りをやっていたが、ごまかし終わったと判断したのか、ややあって、エルマリアに向いた。


    「……おま。なに売ってんの？」


    「聖印、売ってまーす。稼かせぎどきでーす」


    「新あら手ての詐さ欺ぎ？」


    「霊れい験けんあらたかだとー。本部では、そういっていまーす」


    「神様が言ったのかよ？　──聖印を買えと」


    「神様が言うのは、一つのことだけですよー。〝立て。戦え。勝ったら食くってよし〟。でも信しん仰こうは大事ですよー？　信仰がとどかないと、神様、スネて暴あばれて世界壊こわしちゃいますよー」


    「わかった。ひとつ買ってやろう。──そういやオレ、そのネックレス、持ってなかったっけ。ミサんとき、オレだけ持ってなかった」


    「はーい。ありがとうございまーす」


    「今日はいっぱい稼いだからなー」


    　リーダーが、「腕うで相撲ずもう一回一Ｇ」で貯ためたお小遣い袋ぶくろを出そうとするので──。


    「ああ。リーダーリーダー。僕が払います。──てゆうか。ＧグツドＥイーターの資金から出しときましょう。そうしましょう」


    　カインは慌あわてて止めた。安いほうを買ったとしても、お小遣いは一撃でなくなってしまって、リーダーが涙目になるのは確実だったからだ。


    「銀ぎんと金きんと、これ、どうちがうんですか？」


    「金の聖印ホーリーシンボルは、これただの金メッキですからー。銀のほうがお得とくですよー」


    「は、はあ」


    　シスター……。商売に向いてないですね。幸運兎堂ラツキーラビツトの姉し妹まいを見習ったほうがいいですよ。


    「じゃあどっちもください」


    「え？　両方とも？」


    「迷ったときには両方買え──と、魔王さまに教えられまして。……というのは冗じよう談だんで、僕も持ってなかったんですよね。聖印。あ──経きよう典てんとセットで」


    「経典は、いいよぅ……。オレ。読めねえし……」


    「ひらがなとカタカナなら、僕でも教えられますよ。漢字なら、魔王さまもアサシンさんも教えてくれますよ」


    「ばかっ。ひらがなくらい、オレだって読めるよ！　──書いてたろ！」


    「じゃ僕はカタカナを教えます」


    「ち、ちゃんと教えろよ？」


    「あとリーダー。……ほらっ。ほらっ」


    「う、ううん──っ！　わ、わたしっ！　──これでいいんだろっ!!」


    「らぶらぶですねー♡」


    「ちがうし!!」


    「うふふ。せっかくのカーニバルなんですから。楽しまないとですねー」


    「だからちがうし!!」


    　リーダーはムキになって否定するが、でも、魔王さまやアサシンさん以上に、リーダーは、はしゃぎ回っていた。しっかりと腕を組んでいたのは、リーダーが駆かけだしていって、そのまま迷まい子ごになってしまわないようにするための意味もあった。


    「あとでわたしも皆さんと合流していいですかー？　これぜんぶ売っちゃえばノルマ達成なんです。お暇ひまがもらえまーす」


    　彼女が売っているのは聖印だけでなかった。テーブルの左右に積み上げられているのは──。


    「ドラゴンステーキ弁当、いかがですかー！　竜りゆうタン弁当もありますよー！」


    　こちらは聖印と違って売れ行き好こう調ちようのようだった。そういえばこのあいだ、赤せき竜りゆう亭ていにお肉を卸おろしたんだっけ。ドラゴンのお肉は地上では希き少しようだ。そもそもドラゴンを狩れる人が、そうそういない──っていうか、まずいない。食べるために狩ってる人は、もっといない。


    「んじゃな！　エルマリア!!　あとであの店の前で集合だぜー！」


    　あの店？　……ちょっとした疑問を抱かかえながら、カインはリーダーに引っぱられていった。
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    カーニバル⑥
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    　リーダーの言っていた〝あの店〟とはなにか──数十分後に、わかることになった。


    「ううん。リサ。こっちのほうが似合うんじゃないかな？」


    「いえー。こっちこっち。こっちですよー。こっち着て着てでぇす」


    「おまえらみんなオレのこと着せ替え人形にして楽しんでるだろ！　ぜってーそうだろ！」


    　布ぬのの幕まくの内側で、皆が「着替え」をやっている。カインはすぐ外で立って待っていた。洩もれてくる声を聞いていると、なぜか直立不動になってしまう。


    　リーダーが〝あの店〟と言っていたのは、レンタル衣装屋さんのことだった。「気が向いたら着てやる」と言っていたリーダーだったが、流れで、女性陣じんに強制連れん行こうされていった。


    「まあまあ。いいじゃないか。いいじゃないか。いいよ。うん。リサ。すごくいいよ」


    「やっぱ楽しんでる！　ぜってー楽しんでる！」


    「楽しんではいないよ。愉たのしんでいるだけで」


    「どう違うんだよ！　一緒だよ！」


    　カインはもう十数分ほど、外で待った。皆の着替えがようやく終わる。


    「お待たせしましたー」


    　のんびりとした明るい声が、最初に聞こえてきた。


    　布の幕の中から出てきたのは、たぶん、エルマリア。たぶん──というのは、たっぷり三秒間ぐらいのあいだ、彼女だと認にん識しきすることができなかったからだ。


    　たくさんの花を髪に飾かざり、ピンク色のハレーションを伴ともなって、彼女はカインの前に現れた。ウエストをぎゅっと締しめあげるコルセットが、プロポーションを五割増しぐらいに強調する。


    「ああいう〝ひらひら〟もいいんですけどー。こういう〝ひらひら〟もいいですねー。どうですかー？　似合ってますかー？」


    　こく、こく、と、カインは首を縦たてに振るばかりだった。言葉も出ないとは、このことだ。


    　彼女の言う「ああいう」は、きっと赤せき竜りゆう亭ていの制服のことで──。「こういう」というのは、こっちのフリルとかリボンとかのことだろう。


    「つぎのかた。どうぞー」


    　エルマリアの明るい声に呼ばれて、おずおずと足を踏ふみ出して来たのは──。


    　アサシンさんだった。


    　配色だけなら、白と黒と灰はい色いろで、いつもとそれほど変わりはしないのだけど……。


    　なんと！　スカートだった！


    　アサシンさんがスカートを穿はいている!!


    「……」


    　体の後ろで手を組んで、アサシンさんは、じっとカインに目を向けてくる。


    「やっぱり女の子はスカートですよねー」


    　エルマリアが隣となりでくるっと回転している。スカートが花開ひらく。


    　アサシンさんの顔は、ややうつむきかげんで……。上うわ目め遣づかいになって、カインのことを見つめてくる。ちょっと声の出せそうにない状況であったが……、カインは頑張って、声を出した。


    「そ、そのっ……、に、似合ってます……。すごく。……すごいです」


    「そ。」


    　アサシンさんは素そっ気けなくそう言った。リボンのついたサンダルで地面を蹴ける。照れているのだということは、鈍にぶい自分にも、よーくわかった。


    「次は私の番だね」


    　魔王さまはシックな装よそおいで現れた。いつもの高い露ろ出しゆつ度どとはまったく逆ぎやくで、手首も足首も深い紫むらさきの布ぬの地じに覆おおわれている。しかしそのせいか、プロポーションの良さが際きわ立だって見えてしまう。そしてポイントは角つのだった。魔王さまは街中では角をフードで隠かくしていることが多いのだが、今夜はそこに花を飾かざり立てている。そのせいで角はまったくといっていいほど目立たない。


    「東の果てのほうにある、とある古い国の民族衣装だそうだよ。こうして着飾るのは、私には似合わないのかもしれないが……」


    「似合います似合います！　ぜんぜん似合います」


    　なぜ皆さん、そんなに不安そうにしているのだろう。もっと自信を持ってくれていいのに。そう思って、カインは褒ほめた。ちょっと自分のキャラじゃないぐらいに褒めちぎった。


    「で──出ていくからな！　笑うなよ？　絶対、笑うなよ？　笑ったらオレ舌した嚙かんで死ぬぞ」


    　そう予防芸を張り巡めぐらせて、最後に現れたのは──リーダーだった。


    「お、お、お、踊り子の衣装だそーだ。東南のほうの」


    　スカートではなくて透すける素材のパンツルック。それは情熱的な踊り子の衣装に見えた。


    　あいかわらずのヘソ出しルックだが、いつもと印象がぜんぜん違っている。あちこちに付けられ金きん銀ぎんやジュエルが、リーダーがもじもじしてみせるたびに、しゃりんと音を立てる。


    「リサにもアサシンみたいなものを着せたかったんだけどね。ダダをこねられてしまって」


    「ダダとかじゃないから！　スカートは！　あれだけは本当に似合わねーの！　絶対なの！」


    「いつもと全然違って見えますよ。スカートじゃなくても、かわいいですよ」


    「かわいいゆーなー！　それ禁止っ！」


    「じゃあ綺き麗れいです」


    　カインは今日はもう決めていた。今日は別人のように口を動かすと──。カーニバルの雰ふん囲い気きに、ちょっと酔よっているのかもしれない。


    　どーん──と、大きな音が空から響ひびいた。見上げれば、大きな光の花が夜空に咲き誇ほこっていた。皆で揃そろって、花火を見上げた。カーニバルの夜は、これからだった。
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    あとがき


    



    　ＧＥφグッドイーター。二巻目であります。


    　季節は移り、作中世界においても、現実と同様に、春の装よそおいへ──と、なっていかないのが、このグッドイーターという作品です。なにせ、ファンタジー世界です。四季があるのかどうかさえ怪あやしいもんです。ひょっとしたら年中同じ気候なのかもしれません。


    　現実世界とかろうじて同じところは、毎朝、太陽が昇のぼり、夕方になれば沈しずむということくらいでして……。これだってべつに、東から昇って西に沈むものとは限らないわけで……。


    　世界観につきましては、ちょろちょろと、本編の中やら、隙すき間まのコンテンツの中などで解き明かしていきたいと思っています。


    　文明レベルがどのくらいだとか。この世界でお金ってどうなってんのとか。猫ねことか犬とかっているのとか。文化的にはどうなっているのとか。神様って本当に実在すんのとか。


    　まあ、あまり細こまかいことは気にされなくてもだいじょうぶです。


    　ダンジョンがあって、冒険者がいて、強いモンスターってのは、たいがいが美お味いしいものであって──と、そのへんの基本的なことだけ押さえておけば、オーケー！　オーケー！　ぜんぜんッ！　だいじょうぶッ！


    　さて。今回は、ちょっと新キャラがいつもより増えてます。幸運兎堂ラツキーラビツトの双ふた子ご姉し妹まいと、カインの妹的存在と、お猫様です。前の巻では本当にダンジョンにこもって食くい道どう楽らくをしているばかりで、街での生活は、まったくといっていいほど描かれておりませんでしたが……。今回はシティパートが多めです。今後もサブキャラは、毎巻、少しずつ出てゆく方針となっております。


    　今回の「妹的存在」は、カイン関連でしたので……。つぎは、魔王さま関連でしょうか、それともアサシンさん関連でしょうか、あるいはエルマリア関連の緑の髪の子でしょうか。ご希望などございましたら、最後に紹介するアンケートページのほうでご意見よろしくです。


    　さて。ここからは今回登場のカインの妹的存在の話です。先にあとがきを読んでいらっしゃる方は、彼女の登場回だけでも、いますぐゴー。もしくは立ち読みされている方は、いますぐレジにゴー。あるいはまったく気にしない方針で先を読んでくださいねー。ネタバレ注意です。


    　カインの妹的存在のアルカについて。元勇者のリーダーや、元魔王である魔王さまと比べると、だいぶへっぽこに見える彼女ですが、あれでじつはけっこうな実力者なのです。


    　ドラクエでいえば、だいたい「てつのつるぎ」を卒業して「はがねのつるぎ」を手にするあたりです。初級者ダンジョンなら、薬草の数個も持って突とつ撃げきすれば、そこらのダンジョンくらい、パーティも組まずに一人で攻こう略りやくできちゃえるぐらいの腕前です。自分の腕前に自信があるのと、思いこんだらまっしぐらな性格とで、昔からかなりの無茶をしていて、カインはハラハラさせられっぱなしでした。


    　ちなみに、前巻の「勇者の剣」の回で、少年時代のカインの脇わきにいて「にーたん」と言っていた女の子が、彼女──アルカです。え？　髪の色が違うって？　元々は黒い髪だったそうです。でもなにかに〝覚かく醒せい〟してしまったときに金きん髪ぱつになっちゃったんだそーです。


    　さて。最後は宣伝および著者サイトのご紹介です。まずはニュースから。あるやさんの描かれるＧＪ部マンガ版「ＧグツＪジヨ部ぶ＠こみっく　１」が、本作ＧＥ２巻と同日発売になっています。


    　またすでにご存じかもしれませんが、「ＧＪ部」が読売中高生新聞にて連載されています。あの京きよう夜やや部長や紫し音おんさんに毎週会えます！　ご購読方法などはこちらより。月額購読料金は七八〇円です。


    



    読売中高生新聞、購読方法。


    http://www.434381.jp/26/teen/


    



    著者サイト。アンケートなどにご協力おねがいします！


    http://www.araki-shin.com/araki/ge2.htm
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